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 「きわ め て 非 論 理 的 で す 」。 これ は 、SF「 ス ター

トレ ッ ク」の ミス ター ス ポ ックの 有 名 なセ リフ な の

で ご存知 の 方 も多 い で し ょ う。人 間 の 感 情 に基 づ く

行動 が非 論 理 的 で あ る こ とを椰 楡す るセ リ フで す 。

そ の 人 間 の 感 情 や 行 動 を 源 と して い る た め非 論 理

的 で あ っ て 当然 な 「言語 」を 、論 理 的 に 処 理 す る 「自

然 言 語処 理 」の 困 難 さは 、改 め て 述 べ るま で もな い

で し ょ う。 上記 の ス ター トレ ックの 世 界 で す ら、2

2世 紀 に な っ て も不 完 全 な 翻 訳 シ ス テ ム しか 存 在

せ ず 言語 学 者 が 調 整 を加 え な が ら通 訳 を して い ま

す 。無 論 、我 々 は22世 紀 ま で待 つ こ とは で きませ

ん 。そ れ 以 前 に 「使 え る 」機 械 翻 訳 シ ス テ ム を 実 現

す る た め に何 をす れ ば よ い か を 考 え る の が 我 々 の

役 目だ と考 え 、 日々 を過 ご して い ます 。 散 文調 にな

ります が 、そ の 日々 の 考 え を記 させ て いた だ きます 。

 「使 え る」 機 械 翻 訳 シ ステ ム と 書い た の は 、 「完

壁 な 」機 械 翻 訳 シ ス テ ム で あ る 必 要 は な い と感 じて

い るか らで す 。か な漢 字 変 換 が現 在 も完壁 な 変換 を

行 っ て い な い の に 日々 の 生 活 か ら切 って も切 れ な

い もの に な って い る。そ の よ うな 存在 に な る こ とは

機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 一 つ の 中 間 ゴ ー ル で は な い で

しょ うか 。そ の た め に は 、万人 の 文 書 を 正 し く翻 訳

で き る こ と が 必 要 で は な く 自分 の 身 の 同 りに あ る

文 章の 翻 訳 が で きれ ば 、そ れ は 「使 え る」機 械 翻 訳

シス テ ム に な る の です 。 ど うす れ ば 、 「使 え る 」機

械 翻 訳 が で き るの か 、幸 せ の青 い鳥 は どこ に い る の

か を 探 さな くて は い け な い と きで しょ う。

 万人 の 文書 を翻 訳す る た め に は 、万 人 にu:通 す る

翻 訳 知 識 が必 要 で 、北風 の よ うに カ ま かせ で ル ール

を書 くル ー ル ベ ー ス 方 式 の 翻 訳 に は 限 界 を感 じ始

めま す。 一旧寺、翻 訳 ソ フ トは 「辞 書 語 数 」 とい う森

の 中 で 光 る 「語数 」 と い うお 菓fの 家 に とらわ れ て

しま い 、 語 数 競 争 に 明 け暮 れ た こ と もあ りま した、,

しか し、ふ と気 づ き 、落 と して き た小 石 を振 り返 る

と、 ど こで 路 を 誤 った か が わ か ります。

 語 数 を 増 や して も 自分 に 関 係 な い,藻 で あれ ば

存在 しな い の と同 じで あ る こ とに 、ロバ に な る前 に

気 づ い た の は 幸い で す。 それ よ り も、自分 の 身 近 に

あ る 文 書 の 内 容 を 参 考 に して 訳 を決 め た り、そ の 文

書 か ら辞 書 を 作成 した りす る とい っ た 、自分 に 役 、1!:

つ 辞 書 を い か に 簡 単 に 作 成 す る か が ポ イ ン トだ っ

た の です 。 また 、翻 訳 す る文 書 の 中に ち りば め られ

た ヒン トを読 み 取 っ て翻 訳 す る観 察 眼 も重 要 です 、、

 身 近 に あ る 文 書 を 正 し く翻 訳 す るた め に は 、身 近

な情 報 を使 用 す れ ば よ か っ た の で す。機械 翻 訳 の 世

界 で も、 「使 え る 」 翻 訳 シ ステ ム を作 る た め の}霊fい

鳥 は身 近 な とこ ろ に い た の です 。

 余 談 です が 、当社 の翻 訳 ソフ ト 「The翻 訳 」のパ

ッケー ジ に も 育 い鳥 が か かれ て い ま した。この 商 品

に搭 載 され て い る技 術 に よ っ て 、 第4「 ・1AAMT長

尾 賞 を受 賞す る こ とが で き ま した。(決 して 歳 話 を

意 識 した もの で は な か っ た の で す が 、)私 の近 くに

も青 い鳥 が い て 、私 に も幸せ を運んで くれ たので した。
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追悼 田中穂積先生

閣

大変 に悲 しいことですが、1993年 から1999年 までアジア太平洋機械翻訳

協会(AAMT)の 会長を務められ ました 田中穂積先生が2009年7月27日

にお 亡くな りにな りま した。 田中先生は1997年 にシンガポール で開催 された

機械翻訳サ ミッ トの組織委員長を務 められ、1997年 か ら99年 までは機械翻

訳国際連盟(IAMT)の 会長 を務 められ るなど、 AAMTに 関わる活動に ご尽

力いただいてお りま した。心 よりお悔やみ 申し上げます。

田中先生はアジアや世界での 自然言語処理 ・機械翻訳の研 究の推進 に重要な役割

を果 たされ ました。また多 くのAAMTメ ンバーにとって、掛け替えのない先輩

であ り、友人であ りま した。

このたび、特 に田中先生 とお親 しかった長尾眞先生 と辻井潤一先生か ら、田中穂

積先生 を偲んでの文章をお寄せ いただきま した。 ここに掲載 させていただきます。

田中先生、長い間、あ りが とうございま した。

アジア太平洋機械翻訳協会会長 井佐原 均
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一
追悼 田中穂積先生

iiこ泣 国会図書館

館長 長尾 眞

田中穂積先生が去る2009年7月27日 に亡くなっ

た。67歳 であった。先生の突然の、しかもまだま

だこれからとい う年齢での逝去にシ ョックを受け

ない人はいなかっただろう。聞いた時は信 じられな

かった。先生の葬儀は8月1日 、お住まいの近 くの

葬場で多数の参列者に見送られながら行われた。私

も悲痛な心境で弔辞を読んだ。

 先生は1941年 生まれ、1964年 東京工業大学 工二学

部情報工学科卒、66年 同修士修了、ただちに当時

の通産省電気試験所(現 在の産業技術総合研究所)

に入 られた。そ して故淵一博氏のもとで ソフ トウエ

ア、自然言語処理、音声処理などの研究に従事され

たのち、母校工学部に助教授 として戻 られ、す ぐに

教授に昇進 された。以後2005年 に定年退職される

までの20年 余の間、情報工学科の教授として多く

の優れた研究成果をあげるとともに、優秀な人材を

数多く輩出された。また教育 ・研究だけでなく大学

行政にも多くの貢献をされた。

 東京工業大学をご退職のあとは名古屋にある中

京大学の情報科学部認知科学科の教授を2009年 ま

で務められた。その後、請われて北陸先端科学技術

大学院大学の教授になられ、これから面白い研究を

しようとしておられた矢先の逝去であった。その間

2006年 には東京L業 大学に新 しく作られた総合研

究院先進研究機構長に就任 しておられる。

 先生の御研究は、 一口でいえば人間が言語をどの

ように理解 し発話 しているかをコンピュータで実

現することにあったといえるだろ う。言語の形態素

解析 と構文解析に種々の工夫をし、効率の良い速い

処理方法を考案するとともに、人間がきっと行って

いるだろうように形態素解析 と構 文解析とを有機

的に統合 して解析 を進める方法を開発するなどの

努力をされた。

 音声研究においても認識 とともに合成について

も多くの研究の成果を出された。そ してii'1A研究と

言語処理研究 とを統合 して、人とロボッ トとの間の

対話システムの研究開発にまで進 まれた。

 こういった研究の根底には人間頭脳の働 きにつ

いての先生の尽きない興味があったことは確かで

ある。認知科学とい う概念が出てきた1980年 代か

ら先生はこの分野に関心を払 うとともに種々の形

で積極的にかかわってこられた。先生は言語という

専門分野のほかにこ ういった学際的な研究に常に

関心を持ち、積極的に参加 してこられた。

 田中穂積先生は学外の活動にも積極的にかかわ

ってこられた。たとえば淵氏がは じめられた第5世

代コンピュータ研究開発にも参加された し、国際情

報化協力センター(CICC)が 企画したアジア諸,㌃

語間の機械翻訳プロジェク トにも中心人物の ・人

として研究を推進された。また日本竃r化 辞書研究

所(EDR)の 辞書作成にも種々のア ドバイスを し

てこられた。

 学会活動で先生が最 も貢献されたのは言語処理

学会と言語資源協会(GSK)の 設・レニであろう。言語

処理研究は情報処理学会や電 ヂ情報通信学会の研

究会などで行われていたが、 ・つの場に集まって皆

が切磋琢磨するのが良いとして、先生 と私が中心と

なって言語処理学会を1994年 に発足させた。そ し

て第2代 の会長を務められた。その後デ ィジタルテ

キス トが増加 し、またインターネットヒに多くのテ

キス トが流通するようになって、欧米でテキス トや

音声のデータを集めたコーパスが作 り始められ、
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ま た 辞 書や 各種 の,㌻語 処 理 ツ ー ル な ど も集 め られ

て、研 究者 が 白 由 に使 え る よ うな 環 境 が 作 り始 め ら

れ た の で 、日本 にお いて もぜ ひ これ を作 る必 要 が あ

る と して 、関係 者に 呼 び掛 け 、言 語 資 源 協 会 を2003

年 に設 ・愉され 、日本 の 自然 言 語 処 理 研 究者 の た め に

大 き な 貢献 を され た。そ の ほ か に は 人 一「知 能 学 会 会

長 、 アジア太・i鮮機 械翻 沢協会会長 なども1鮒f:され た、

 先 生 のお 人柄 は非 常 に謙 虚 で 、い つ も接 す る 人 を

ri然 に引 き込み 、その時 々に 自分 の関心 を持 ってい る

事柄、研究について率直にお話をされていた。大学

における学生や職場における後輩などに対 しては

常に寛大な態度で接 し、決 して 「これをしてくださ

い」といった強制をす ることのない人で、多くの人

に慕われる存在であった。

 このような優れた人を早く亡くして しまったこ

とは日本の言語情報処理分野にとって大きな損失

である。まことに残念なことで、心からご冥福をお

祈 りいたします。
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一
田中先生を偲ぶ

東京大学/マ ンチェスター大学

      教授 辻井 潤 ・

 田 中先 生 の 急 逝 の 報 に接 し大 きな 驚 き と悲 しみ

とを感 じて い ます 。

 田 中 先 生 に は30年 以 ヒの 長 き にわ た って 公 私 と

もに ご指 導 い た だ き ま した。 先 生 が 、,ヤ語 処 理 、言

語理 解 、機 械 翻 訳 とい う分 野 で 果 た して こ られ た指

導 的 な役 割 、これ らの 分 野 で 活 躍 され る 先生 の 大勢

のお 弟 子 さん な ど、先生 が 亡 くな られ た今 、そ の存

在 の 大 き さを あ らた め て感 じて い ます、

 1966年 に 出 たALPAC報 告 で い った ん ド火 にな

っ た機 械 翻 訳 が80年 代 に再 び 活 発 化 し、日本 で は 、

第5世 代 コ ン ピ ュー タ プ ロ ジ ェ ク トや 電r化 辞 書

(EDR)の プ ロ ジェ ク ト、ア ジア 諸 言 語 の 翻 訳 を 口指

したCICCプ ロ ジ ェ ク トとい う具 合 に 、 言語 処理 、

機 械 翻 訳 の研 究 が 急速 に拡 大 して い くの で す が 、そ

の 中 心 に 田 中先 生 が い つ もお られ た とい う印 象 が

あ り ます 。 ま た 、 口本 電 子工 業 振 興 協 会(現 在 の電

子情 報技 術産 業 協 会)で は 、長 尾 眞 先生(現 、 国会

図 書館 館 長)や 企 業の機 械 翻 訳 研 究 者 の 方 々 と海 外

視 察 を企 画 され 、そ れ に ご 一・緒 させ て いた だ い た こ

とを 昨 日の こ との よ うに 思 い 出 しま す。

 先 生 がAAMT会 長 、 私 が 副 会 長 と して1999年

の シ ン ガ ポ ー ルMT Summitを 組 織 し ま した 。1」本

で の機 械 翻 訳 の 開 発 が 殺 落 して い た こ と も あ り、

企 業 か らの 参加 の 減 少 な ど、スポ ンサ ー 確 保 が 人変

で 、海 外 か らの 講 演 者 の 招 待 な ど にか か る 費川 の1二

面 に 先 生 と奔 走 しま した。 国際 会議 を 、 口本 で は な

く シ ン ガ ポ ー ル とい う遠 隔 の 地 で 開 催 す る と い う

こ とで 、先生 と こ ・緒 に 苦 労 した の も、今 で は よ い

思 い 出 に な っ て い ます 。

 また 、 私 事 で す が 、 私 の 母親 が や は り64歳 の

若 さで 亡くな りま した。 田中先生 はそ のこ とを折 にふれ

私 に 「若 く して 亡 くな られ て 残 念 だ ね 」とい っ て く

だ さ って い ま した 。 母 が 亡 くな って の ち、7年 閲 英

国 に滞 在 して 帰 国 しま した か ら、母 の 死 か らは も う

随 分 と時 が 経 って い た 、帰 国 して しば ら くの 頃 、「辻

井 君 も随 分 とい ろん な こ とを経 験 して 、い ま、お 母

さん が 生 きて お られ た ら、た く ま し くな っ た とド4:ば

れ る と思 う」 とい っ て くだ さっ た の を、鮮 明 に覚 え

て い ます,,そ の 先 生 が 、こ ん な に ㌧1・くに 亡 くな られ

る とは 思 って もい ませ ん で した 、

 先 生 の 急 逝 の 報 を 海 外 の 卸 己 に 知 らせ た の で す

が 、 口々 に 先 生 の 温 か い 人 柄 を 語 り、そ の急 逝 を残

念 が って い ま した。 そ の 中 に 、 「先生 の 温 か い 微 笑

み は 、われ われ の心 か らな くな る こ とは な い で し ょ

う」 と い う メ ッ セ ー ジ が あ り ま し た 、,ま た 、

Computational I.inguisticsと い う論 文誌 に 、 田 中

先生 の 教 えfで あ る徳 永 ・東n大 教 授 、TBaldwin

博i:(メ ル ボ ル ン 大 学)と ・緒 に 追悼 文を 註き ま し

た。そ の 中 で 、Baldwin博1:が 「先 生 は学 生 の個 人

的 悩 み に も真 剣 に 耳 を傾 け て くだ さ り、留 学 生 に と

って 心 の 休 ま る避 難 所 で あ っ た 」とい っ た 意味 の こ

と をF,い て い ま した 。先 生 の 人柄 を 示 す もの だ と思

い ます 。

 本 協 会 を は じめ とす る学 術 界 へ の 先fl:の 貢 献 は

わ ざわ ざ 中す まで も な いか と思 い 妄す 。私 に とっ て

はそ れ に もま して 個 人 的 な 心 の 師 で あ る と と もに 、

悟 越 な 、㌃い 方 です が 、機 械 翻 訳研 究 の 同志 で あ る親

友 を 失 っ て しま っ た 、とい う無 念 の 気 持 ち で い っ ぱ

い です 。

 先 生 の ご冥 福 、心 よ りお 祈 りい た し ます,,
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MT Summit XII参 加 報 告 一特 許 翻 訳 ワー クシ ョ ップ を 中心 に して 一

山梨英和大学 人間文化学部 人間文化学科

            教授 江原 暉将

1.は じめ に

 機 械 翻 訳 関係 の 国 際 学 会 で あ るMT Summit XII

に 参 加 した の で 、}観 を 交 え て 報 告 す る。 な お 、 こ

の 会 議 の 論 文や ・部 の 発 表 資料 は 、ワー ク シ ョップ

も含 め てMachine Translation Archiveに 掲 載 され

て い る。

 会 議 は81i 26日 か ら30日 の4日 間 カナ ダの 首

都 オ タ ワのHotel Chateau Laurierで 開 か れ た。26

目は6件 の チ ュー トリア ル が 行 わ れ 、 本 会 議 は27

日か ら3日 間 行 われ た。5件 の ワー ク シ ョ ップ は会

議 期 間[i'に 分 散 し て 行 わ れ た 。Technology

Showcaseが27日 に 行 わ れ た 。

 大会 委 員長 のLaurie Gerber氏(写 真1)に よる と、

投 稿 論 文数 は89件 、採 択 は48件(内 ポ ス ター27件)

で あ った 。事前 登 録 者 数 は278名 で あ り、実 参 加 者

は300名 を越 えた 模 様 で あ る。 南北 ア メ リカか ら

166名 、 ヨー ロ ッパ か ら74名 、 ア ジア か らは31

名の 参加 が あ った(い ず れ も 事前 登 録 者 数)。
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写 真1大 会 委 員 長 のLaurie Gerber氏

湘

2.本 会 議

 本 会 議 に 関 す る 概 要 は 、 招 待 講 演 の ・つ で あ る

Pierre Isabelle and Roland Kuhn:MT:The

current research landscapeに ス マ ー トに ま と め ら

れ て お り、L記MT Archiveに 掲 載 され て い る の で 、

そ ち ら を 参 照 して い た だ く と して 、本 文 で は 筆 者 の

印 象 を 中 心 に 述 べ る。

 一般 講 演 はMT Research、 Government Users、

Commercial Usersの3つ の トラ ッ ク に分 か れ て行

われ た場 合 が 多 い。 ま た 、5件 の招 待 講 演 と3件 の

パ ネ ル が行 われ 、ポ ス ター セ ッ シ ョンが 休 憩 を は さ

ん で2回 行 わ れ た 。

 全 体 を 通 じて 、あい か わ らず 統 計 方 式 の 発 表 が 多

い もの の 、規 則 方 式 のMTに 自動 後 編 集 を付 加 す る

手 法 が 印 象 に 残 っ た。MTを 実 用 に す る場 合 、前 編

集 また は 後編 集 が 必 要 な 場 合 が 多 い が 、前編 集 で は

訳 の 改 善 が 思 うよ うに で きず 、い きお い後 編 集 に頼

る こ とが 多 い 。 しか し、同 じよ うな後 編 集 を繰 り返

す の は 翻 訳 者 に と って 苦 痛 で あ り、自動後 編 集 が 望

まれ て い る。 自動 後 編 集 の 手 法 と して は 、統 計 的機

械 翻 訳 の ア 法 を 応 用 す る も の(SPE:Statistical

Post Edit)や 、後 編 集 の た め の規 則 を 自動 学 習 す る

方 法 な どが あ った 。

 Government Usersの トラ ッ クで は 、各 国 の政 府

機 関 で のMTの 利 用 状 況 につ い て 報告 が あ り、特 許

庁 の 番井 進 氏 か ら 日本 の特 許 庁 で のMTの 利 用や

世 界 の 特 許庁 の問 で のMTの 相 圧利 用 に つ い て発

表 が あ った。

3.特 許 翻 訳 ワー ク シ ョ ッ プ

 筆 者 らが}催 したThe 3rd workshop on patent

translationが 大会 最 終 日の30日 に行 われ た(写 真

2)。本workshopはAAMTIJapio特 許 翻 訳研 究 会 の

支 援 を受 けて い る。2件 の招 待 講 演 、5件 の技 術 発

表 、3件 の ユ ー ザ ー報 告 、1件 のパ ネル 討 論 が行 わ

れ た 、、 日本 、韓 国 、 中 国 、欧 州 、米 国 、 カ ナ ダ の特

許 庁 あ るい は 類 似 機 関 か らの 参 加 が あ り、活 発 に議

論 され た 。参加 者 は事 前 登 録 で26名 、実 際 に は40

名 く らい で あ った 。

 特 許 文 菩は 膨 大 で あ り、しか も各 国 が 自国語 で運

用 して い る。科 学 技 術 文 献 の よ うに英 語 が標 準 言語

とい うわ けで は な い。こ こ に特 許分 野 で のMT利 用

の 背 景 が あ る。実 際 、特 許 文 献 の調 査 や 各 国特 許 庁

で の 出願 審 査 にMTが 利 用 され て い る、,この よ うな

状 況 の 中 で 、更 な るMTの 技 術 進 歩 と利 用 促 進 を 目

的 と し て 本workshopが 開 か れ たD Phuket、

Copenhagenに 続 い て 第3回 と な る。
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写 真2特 許翻 訳 ワー ク シ ョ ップ

 招 待 講 演 の 一つ は 、EPO(European Patent

Office)のSophie Mangin氏 か らで 、 EUに お け る

特 許 流 通 と機 械 翻 訳 の 利 用 に つ い て 報 借 した 。26

言語 が 翻 訳 に 関係 し、特 に、 英 語 、 仏 語 、独 語 の3

つ の公 式 言 語 が 重 要 で あ る。 ま た15力 国 が 自 らの

国 語 で の特 許 情 報へ の ア クセ ス を 望 ん で い る。それ

らを支 援 す る の がEPOで のMTの 役 割 で あ る。現

在 は、英 語 をpivotと して い るが 、将 来 は英 仏 独 の

3言 語 をpivotと して 考 えた い と述 べ て いた 。 日中

韓 の3言 語 か ら英 語 へ のMTに つ い て も触 れ た 。

 も う一 つ の 招 待 講 演 は 、SIPO(State Intellectual

Property Office of China)のDan Wang氏 か らで 、

SIPOに お け る 中英MTの 利 用 と改 良 に っ い て報 告

した 。上 記MTは 中国 の 特 許 を英 語 で 検 索 す るた め

と、 特 許 文 献 のfull text翻 訳 に 利 用 され て い る。

MT方 式 は 意 味 を 利 用 したtransfer方 式 で あ り、文

を57種 類 に 分 類 して い る。 ま た 、 辞 書 の 充 実 に統

計 方 式MTの 技 術 を応 用 して い る。

 K【PO(Korean Intellectual Property Office)か

らは 、K【POで のMT開 発 の 経 緯 と技 術 的 特 長 お よ

びIP5(日 韓 中欧 米 び)5極 特 許 庁)で の 情 報 交 換 の た

め のMTの 開 発 計 画 につ い て 報 告 され た 。前 者 に つ

い て はSIPOと 同 様 、文 パ ター ンの利 用 が 特 徴 で あ

る。特許 文 は 文 形 が 類似 して い るの で 文パ ター ンの

利 用 が 有 効 で あ ろ う。 後 者 に つ い て は 、5極 でMT

に 関 す る情 報 を 共 有 しMTの ノー ハ ウを 蓄 積 す る

と と もに 、翻訳品質 を向上 させ る計画 との ことである。

 JPO(Japan Patent Office)か らは 、JPOで のMT

利 用 と改 良 に つ い て 報 告 され た 。一 般 ユ ー ザ ー 向 け

のIPDI.(lndustrial Property Digital Library)と

海 外 の 特 許 庁 職 員 向 け のAIPN(Advanced

Industrial Property Network)で の 日英MT利 川 に

っ い て述 べ た。 ま た将 来 計 画 と して 、特 許 文献 と科

学 技 術 論 文 を統 合 した 多.}語 の 、亨語 横 断 情 報検 索

な どにつ い て触 れ た。

 そ の 他 、USPTO(The United States Patent and

Trademark Office)か ら他 庁 のMTサ ー ビ スの利 用

状 況 に つ い て 報告 が あ り、CIPO(Canadian Patent

Office)か ら も簡 単 な コ メ ン トが あ っ た、、

 一一一般 講 演 で は 、(1)NTCIR-7で の 特 許 文 辞翻 訳 コ

ンテ ス ト、(2)MT出 力 の 自動 評 価 基 準 の メ タ評 価 、

(3)信 頼 性 尺 度 を用 い た 中英 特 許 平行 コー パ スの

高 精 度 化 、(4)1ド キ ュ メ ン トか らで も抽 出 で き る

こ とを 特 徴 とす る専 門 用 語 の 抽 出 ツー ル 、(5)格 フ

レー ム を 川 い た 特 許 文 書 向 け の 翻 訳 あ い ま い性 の

解 消 、 の5件 の 発 表 が あ った 。

 最 後 に 、ユ ー ザ ー に研 究 者 ・開 発 者 を加 え たReal

World Challenges of Patent Translationと 題 した

パ ネ ル が 行 われ た。 こ こで は 、以 ドの テ ー マ で 議 論

を行 な っ た。(1)MT利 用 の 現 状 、(2)MT利 川 の利

点 、(3)今 後 のMT利 用 計 画 、(4)MT関 連 の ツー ル 、

(5)将 来 展 望 。 こ の 中 で 研 究 者 側 か ら 参 加 し た

Philipp Koehn氏 は 、特 許 文,1}:の定 型性 に着 「iし、

機 械 学 習 の応 用 の 可能 性 を 示唆 した。 また 、特 許 は

多 言語 平行 コー パ ス と して 規模 が 大 き く、研 究 者 と

して も魅 力 あ る分 野 で あ る と述 べ て い た、,

4.お わ りに

 特 許 翻 訳 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 中 心 に し てMT

Summit XIIの 状 況 を 解 説 した 。 デ ー タベ ー ス 、 コ

ンテ ン ツ 、知財 な ど と呼 ば れ る 知識 イ ン フ ラが 、ま

す ます 敢 要視 され る 中 で 、機 械 翻 訳 の 役割 も広 が っ

て 行 くで あ ろ う。そ の 中 心 分 野 の ・つ に特 許が あ る

こ とは 間 違 い な い 。 次 回 のMT Summitは 、2011

年 に 中国 の慶n(Xiamen、 ア モ イ)で 開 かれ る。 そ

の 時 には 、特 許 翻 訳 の分 野 で も技 術 と利 川 が 一一段 と

進 ん で い る こ と と思 う。

参 考 文 献(サ イ ト)

[1]Machine Translation Archive,

 http:〃www.mt・archive.info/

[2]Japio Year Book,

 http:〃www.japio.or.jp/OOyearbook/index.html
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                MT Summit XII参 加 報 告

学大明秀 英語情報マネジメン ト学部

   教授 宮澤 信一郎

は じめ に

 12回ilのMT Summitが8月26日 か ら300ま で

カ ナ ダの オ タ ワでAMTA(ア メ リカ機 械 翻 訳 協 会)の

主三催 で開 催 され た。 私 のi三た る 目的 は 、前 々1・1のプー

ケ ッ トでのMT Summit Xで 初 め て開 催 され 今 回3回

f_1とな る 、 日本 が 中心 とな っ て 開催 す る特 許 翻 訳 の ワ

ー ク シ ョ ップ 「3rd Workshop on Patent Translation」

へ の 参加 で あ る。 私 の}1な 役 割 は 、 ワー ク シ ョップ の

プ ロ シー デ ィン グや ホー ムペ ー ジの 作成 ・編 集 で あ る。

 オ タ ワは 日本 か らの 直行 便 は 無 く、 トロ ン トや モ ン

トリオー ル な どに 比 べ る と 日本 人 に馴 染み が薄 い 都 市

では な い か と思 うが 、れ っ き と した 首都 で あ り、 美 し

い街 並み が続 く街 で あ る,、人 口は 約81万 人 、そ の た

めか 全 体 的 に ゆ った り した感 じを うけ た。 運 河 や 河 川

が 多 く水1_'X通 が 盛 ん で 、会 場 と宿 泊 場所 に な った ホ

テル に隣 接す る運 河 で は 、パ ナ マ 運 河 の 小 型版 の 閾 門

(水 のエ レベ ー タの 役割 び)水門)で 水位 を 調節 して 、

小型 船 を行 き 来 させ る 光景 が めず ら しか っ た。 前回 の

MT Summitの 開催 地 で あ っ た コペ ンハ ー ゲ ン と同 様

に 、 中1は日中 で もエ ン ジン を 始動 させ る と 自動 的 に 点

灯す る灯 火 が義 務 付 け られ て い た。 全 車 が 点灯 して い

て もさ ほ ど まぶ し くな い、,EU域 内 で は、2011年 以 降

販 売 され る 自動 中1に 「昼 川ヘ ッ ドライ ト」 の 設 置 を義

務付 け る こ とが決 定 して い る、,対向 車や 歩 行者 が 肛の

接 近 を認 識 しやす く、 死 亡 腸 牧を3-5%減 少す る効 果

が あ る とされ て い る。 死 亡に 至 らない 事 故 も含 め る と

相{大 き な効 果 が あ るの で は な いか 。 車 の ガ ラ スの 強

度や 歩道 の整備 な ど 日本 は 交通 の安 全 面 で は 未 だ に後

進 国 で は ない か と痛 感 させ られ た。

会 議 概 要

会 場 はHotel Chateau Laurierで あ る 。 国 会 議 事 堂

に 隣接 して お り、 エ リザ ベ ス 女王 の 定宿 に も な って い

る100年 ほ どの 歴 史 を有 した シ ャ トー型 の ホテ ル で あ

る。 創 設 者 は タイ タニ ックの 事 故 で ホ テ ル 開 業直 前 に

遭 難 死 してお り、 ホ テ ル の名 前は 代 わ りに 開 業の 式 典

を行 っ た 時 の 首相 の 名 前 に 由来 す るそ うで あ る。 タイ

タニ ッ クは海 に浮 か ぶ ホ テル と言わ れ た が 、何 か 因縁

めい た 話 で あ る。 参 加者 は ア メ リカ 地 域 を 中 心 に世 界

各 国 か ら約300名 で あ っ た(日 本 か らは15名)。 前回

の コペ ンハ ー ゲ ンで の 参 加者 は約270名 で あ った が 、

次 回 は 、AAMT主 催 で あ る ので 参 加 者 が300を 越 え て

も らい た い もの で あ る。26日 には6つ のチ ュー トリア

ル が開 か れ た が 、私 は26日 に オ タ ワに到 着 した の で 、

参加 してい な い。17:30か らは レセ プ シ ョンが 行 われ

た が 、 ホテ ル到 着 が 夕刻 にな り、後 半 しか 参 加 で き な

か っ たの は 残念 で あ った 。

櫛

詐 駄 物 惣

写真1 会場風景

噸 ll

'い

 27日 は 、Welcome-Conference Overviewに 続 い て 、

招 待 講 演 が3件 あ っ た 。 始 め は ウ ィ ル ス 対 策 ソ フ トメ

ー カ ‐Symantecの ト ッ プ の 招 待 講 演 「Deploying

novel MT technology to raise the bar for quality at

Symantec:Key advantages and challenges」 で あ り 、
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Symantecの 各 国 の ユ ー ザ に 向 け た 対 応 を 迅 速 か っ 低

コ ス トで 行 うた め にMTを 採 用 し推 進 し て い る こ と の

紹 介 で あ る 。 次 が 翻 訳 会 社Translated.netのCEOに

よ る 講 演 「Getting a share of the human translation

market with the world's largest Translation

Memory」 で 、 Webを 通 じて 多 く の 翻 訳 者 を 使 い 、 多

数 の ユ ー ザ に 、 多 言語 で 大 量 の 翻 訳 を 提 供 して お り 、

こ れ ら の サ ー ビ ス を 行 うた め に 高 速 で メ ン テ ナ ン ス が

容 易 なTM(翻 訳 メ モ リー)の 構 築 を 行 っ て い る こ と

が 紹 介 さ れ た 。 最 後 が 主 催 者 側 と カ ナ ダ のNRCの 研

究 者 に よ る 講 演 「MT:The Current Research

Landscape」 で あ り 、 現 在 のMTの 研 究 の 全 体 像 と課

題 に つ い て の 解 説 で あ る。そ の 後 「Research Papers」 、

「Government Users」 、 「Commercial Users」 の3っ

の トラ ッ ク に 分 か れ て 一 般 発 表 が 行 わ れ た 。 今 回 の

MT Summitの 特 徴 は 「Government Users」 の トラ

ッ ク が 独 立 し て 設 け ら れ た こ と で あ る.こ れ は 政 府 や

国 に よ るMTの 需 要 が 増 し て い る 現 れ と 思 わ れ る 。 全

期 間 を 通 じ て 、 一一一般 発 表 は 、Research Papers 21件 、

Government Users 8件 、 Commercial Users 9件 、

Special Session 6件 、 総 計44件 の 発 表 が あ っ た 。

 28日 は ・般 発 表 の 他 に 、全 体 の パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ

ョ ン が 開 か れ た 、,こ れ は 「Converging Technologies:

What are the benefits for MT users?」 と い う テ ー マ

で 行 わ れ 、MTと い ろ い ろ な 技 術 の 結 合 が 行 わ れ て い

る が 、 そ れ が ユ ー ザ に と っ て ど の よ うな 利 益 を も た ら

す か と い う 内 容 で あ っ た 。 午 後 か ら は 、Special

Sessionと 並 行 し て 、27件 の ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン と30

に の ぼ る 企 業 や 機 関 に よ るTechnology Showcaseが

開 か れ た 。
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 夜 は バ ン ケ ッ ト が 近 く の 博 物 館Museum of

Civilizationの レ ス トラ ン を 借 り て 行 わ れ た 、、 川 沿 い

に 歩 い て ト数 分 の 距 離 に あ り 、往 復 の 途Eで 汝h二 々 、

知 り合 い 同 トが 談 笑 し な が ら 、 気 持 ち の 良 い 夜 風 に 吹

か れ て 歩 い た の は 愉 快 で あ っ た 、

 29日 は 「Research Papers」 、 「Government Users」 、

の2つ の トラ ッ ク が 開 か れ 、 同 時 に ワ ー ク シ ョ ッ プ

「Beyond Translation Memories」 が 行 わ れ た 、、途 中 、

全 体 の 招 待 講 演 「What is the Meaning of Reaching

94%Success?」 、 「Can You Score Higher with M1'?」

の2件 が 行 わ れ た 。最 後 にClosing Sessionが 開 か れ 、

AAMT会 長 の 井 佐 原 均 氏 がIAMT会 長 とな り、 次1・】

のMT Summitが2011年 に 中 国 の ア モ イ で 開 催 され

る こ と が 発 表 さ れ た 。

 30日 に は2つ の ワー ク シ ョ ップ が 並 行 して 開 催 さ

れ た(会 期 を 通 じ て で は5つ び)ワ ー ク シ ョ ッ プ)、、 村、

は 「The 3rd Workshop on Patent Translation」 に 参

加 し て い た の で 、他 の ワー ク シ ョ ップ の 様 ヂは 分 か らな い 、
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 この ワー クシ ョ ップ で は 前回 、 前 々 回 に 引 き続 い て

Proceedingの 編 集 作 成 を 担 当 した 。 表 紙 と印 刷 は

AMTA側 が 行 っ て くれ るの で 、何 度 かAMTAの 担 当

者 とや り取 りを行 って 仕Lげ につ い て 注 文 をつ けた。

そ の ため 現 地 に行 くまで どの よ うな仕 上 が りに な って

い る か心 配 で あ っ たが 、 綺麗 な仕 上 げ に な っ て いて 安

心 した,,現 地 ス タ ッフに 感謝 した い。 ワー クシ ョ ップ

に は約40名 の 参加 者が あ り会場 は ほぼ満 杯 で この 分

野 へ の関 心 の 深 さが うか が われ た。Chairはili梨 英 和

大学 の江 原 先 生 とIll形大学 の横III先 生 が 共 同 でっ とめ

た。 午 前中 は江 原 先生 の 開会 挨 拶 に 続 き 、Japio(財 団

法 人 日本 特許 情 報 機 構)理 「拝長 か らの挨 拶 、招 待講演

2件 、 ・般 発 表3件 が 行 われ 、 午 後 はユ ー ザ か らの講

演3件 、 一般 発 表2件 が 行 われ た。 そ の 後 、パ ネル デ

ィス カ ッシ ョン 「Real World Challenges of Patent

Translation」 が4力 国 特 許庁 と大 学1名 、 司会 の6

名 のパ ネ リス トで デ ィ ス カ ッ シ ョンや 質 疑 応 答 が 行 わ

れ た。 ワー クシ ョ ップ は盛 況 に 終rし 安 堵 した。 次 回

のMT Summitは 中 国ア モ イ に な っ た が 、中国 に お け

る 知的 所 有 権 の 課題 の ヒで も引 き続 き特 許 翻 訳 の ワー

クシ ョ ップ を開催 す る意 義 は ト分 あ る と感 じた 。

 おわ りに

 この 会議 で機 械 翻 訳 の研 究の 最 前 線や 問題 点 、ユ ー

ザ の ニ ー ズ な どが 明 らか に な り、世 界 の機 械 翻 訳 研 究

者 、 開 発者 、ユ ー ザ が 一同 に会 して 情 報 を共 有 しあ っ

た こ とは 大変 意 義 深 い。今 後 もMT Summitが よ り発

展 して機 械 翻 訳 の 発 展 に 大 き く貢 献 す る こ とを願 って

い る。 最 後 に な る が 、 い ろ い ろ 御 支 援 い た だ い た

AAMTやJapioの 方 々 に感 謝 申 しEげ る次 第 です 。
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一

 第12回機械翻訳国際会議(Machine Translation Summit XII)および

第3回 特許機 械 翻 訳 ワー クシ ョップ(The 3,d Workshop on Patent Translation)参 加 報告

   山形大学

教授 横山 晶 ・

1.は じめ に

 第12回 機 械 翻 訳 国際 会 議(Machine Translation

Summit XII、 以 ドMT Summit XIIと 略 称)は 、2009

年8月27～29日 、 カ ナ ダ の 首都 オ タ ワ の 、Hotel

Chateau Laurierで 開 催 され た 、,会場 は 、 オ タ ワで も

最 も伝 統 あ る 、 首都 の 中 心 に位 置 す る 文字 通 り城 の よ

うな外 観 の ホ テ ル で 、 ホ テ ル 名 は 、 タ イ タニ ソ クで 遭

難 死 した設 立者 に 代 わ っ て 開 設 式 典 を 行 っ た 、 当時 の

カナ ダ 首相 の名 に ち な む。MT Summitに は これ で3

回連 続 の 出席 に な る が 、私 個 人 と して はAMTA内 で の

会 議 へ の 出席 は初 め て で あ る。 ま た 、 前 回 の コペ ン ハ

ー ゲ ンの 会 議 で は
、AAMTへ の 報 告 書 は はや ばや と書

い た の に 、 ジ ャー ナ ル へ の投 稿 を ぼ んや り して い て 忘

れ た ので 、久 しぶ りの 報rl:と な る、,

 参 加 者 はpre-registrationの 段 階(8月17 L]現 在)

で 、27の 国 か ら279名 で 、 こ の 大 会 の 主三催 者 で あ る

Laurie Gerberの 話 で は 、 最 終 的 に は300名 く らい で

あ った とい うこ とで あ る。 場 所 的 な 面 か ら、 ア メ リカ

地 域 か らの参 加 者 が最 も 多 く166名 。 うち118名 が ア

メ リカ か ら、48名 が カ ナ ダか らで あ った 。ア ジ ア か ら

は31名 で 、 口本 が15名(私 が 知 る限 りで は 、AAMT

の井 佐 原 会 長 、神 崎 亨 子事 務 局 長 、AAMTIJapio特 許

翻 訳 研 究 会 か ら江 原 暉 将 山梨 英和 大教 授 、宮 澤 信 一郎

秀 明 大 教 授 と私 、番 井 進 氏(特 許庁)、Japioか ら林 昭

彦 理 事 長 、渡 邊 豊 英 部 長 、柿 田剛 史係 長 、潮 田明 氏(富

1通 研)、 奥 村 明 俊 氏(NEC)、 釜 谷 聡 史氏(東 芝)、

内 山将 夫 氏(NICT)、 山本 和 英 氏(長 岡技 科 大)と 学

生 、 山形 大 の 私 の 研 究 室 の 学 生)、 中 国 が4名 、 香港

が1名 とな っ て い る。 ヨー ロ ッパ か らは 、 ア イル ラ ン

ドか らの16名 を筆 頭 と して 、74名 が参 加 した。5つ

の招 待 講 演(英 、 伊 、 加 、 米2)と3つ の パ ネ ル 、

般 セ ッ シ ョン は89編 の応 募 論 文の うち48編 が採 択 さ

れ 、 うち21件 が 通 常 の 発 表 、27件 が ポ ス ター で の 発

表 で あ っ た。

 ま た 、 これ と前 後 して1司じホ テル で6つ の チ ュ ー ト

リアル(26日)、5つ の ワー ク シ ョップ(本 会議 前 、

会 議 中 、会 議 後)が 開催 され た。 筆 者 らが参 加 した の

は 、 そ の うち の 第3回 特 許 翻 訳 ワー ク シ ョ ップ(The

3「dWorkshop on Patent Translation)供1司 座 厨[:原

暉 将 山梨 英 和 大教 授 、 横llli'ni・)で あ る、、 この ワー ク

シ ョ ップ は 、 日本 、 デ ンマ ー ク 、 カナ ダ 、ア メ リカ、

オ ラ ン ダ 、 ドイ ツ 、 中 国 、 韓 国 な ど か らpre-

registration段 階 で37名 の 参 加 者 が あ り、招 待 講 演2

つ と、 ユ ー ザ か らの 講 演3つ 、Japioの 林 昭 彦 理 事長

か らの 挨 拶 、 ・般 発 表5つ 、パ ネルデ ィス カ ッシ ョン

(Moderator:潮 田明 氏(富L通 研))が 行 われ た。

 本 会 議 で は 、 前 日に 歓 迎 晩 餐 会 、2口 目に バ ンケ ッ

トも開 か れ 、 各 講 演 で は活 発 な質 問 が 行 わ れ た 。 以 ド

に本 会 議 、 ワー ク シ ョ ップ の 概 要 を 報告 す る。

2.本 会 議 の 概 要 と特 徴

 今 回 の 本 会 議 の 特 徴 は 、 研 究(MT Research)、 政府

機 関 に よ る 取 り 組 み(Government Users)、 商 川

(Commercial Users)と い う3つ の 並行 セ ッ シ ョン が 設

け られ た こ とで あ る。 ご く初 期 のMT Summitが 、 や

や 政 策 的 な 会 合 で あ った'li時 に 戻 った とい う印 象 を 受

け た。

 大 会 初 日の 幕 開 け に は 、 本 会 議 開 催 の1三催 者 で あ る
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Laurie Gerberに よ るWelcome and Conference

Overviewが 行 われ た、,講演 の途 中 で 、 井佐 原AAMT

会 長 が 、7月 ド句 に 逝 去 した 田 中穂 積 元 会 長(IAMT

や シ ンガ ポ ー ル のMT Summit VIIの キ三催 者 で もあ っ

た)の 追 悼 を 述 べ た1、か つ て の 電総 研 に お い て 、 田中

穂 積 氏 の ドで 井 佐 原 氏 と と もに研 究 した 筆 者 と して は 、

井佐 原 氏 の 個 人的 な 思 い が よ く理 解 で き、 な か な か感

動 的 な 心 温 ま る ス ヒ.一チ だ った と思 う。

 招 待 講 演 で は、SymantecのJohann Roturier氏 が 、

Systranと の 共 同 フ.ロジ ェ ク トと して 、 Post Editing

を統 計的 に行 う試 み や 、 き ちん と したTMを 作 る 試み

を紹 介 した。 現 在 、II、 中 、仏 、独 、伊 の 、亨語 で これ

らの 試み が進 行 中 で あ る と い うこ と も述 べ た 。 ま た 、

Translated.netのCEOで あ るMarco Trombetti氏 は 、

多 量の翻 訳サ ー ビ スを 行 うた め に 高速 で メ ンテ ナ ン ス

が容 易 な10億 語のTMを 「1指して い る こ とを講 演 し

た,、さ らに 、il催 者 側 、カ ナ ダNRCのPierre Isabelle

氏 とRoland Kuhn氏 の講 演 で は 、現 在 のMTの 研 究

と、 本 会 議 の 発 表(ポ ス ター も含 む)の 概 説 を結 び つ

け て 要領 よ く解 説 して い た、、こ の 講演 の み を 聞 く と、

令体 像 が 分 か る とい う 大変 お得 な もの で あ る。 彼 らが

特 に 強 調 した の は 、 ユ ー ザ の 要 求 と現 在 の研 究 との ギ

ャ ップ で 、 そ の 要 素 と して 、7つ を あ げ て い た 。

 パ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョン は 、 全 体 の パ ネル と して 、

Covering Technologies What are the benefits for

MT users?と い うもの が 行 わ れ た 。内容 は 、RB+SMT,

TM+cloud computing, advanced leveraging+

shared TM data, speech recognition+MTな ど、い ろ

い ろな 技 術 の 結 合 が 行 われ て い るが 、 そ れ が ユ ー ザ に

と って 、 質 や 性 能 、使 い勝 手、 経 済性 、 安 全性 な どか

ら どの よ うな 利 益 を もた らす か とい うもの で あ っ た。

 も う 一っ の パ ネル で 、special sessionと して 設 け ら

れ た Preparing Translators fbr the current

technology landscapeは 、4名 の 女 性 パ ネ リス トに よ

る 「翻 訳 者 を志 す 文系 の 学 生 に ど うや って 技 術 的 な こ

と を教 えた ら よい か 」 とい う面 白い パ ネル で あ った 。

参加 者 は ほん の 数 名で あ った が 、 コ ン ピ ュー タに 素 養

の な い 学 生 へ の 教 育 とい うテ ー マ で議 論 が 行 わ れ た。

  ・般 講 演 は 、h記 の よ うに 、}1と して 、 研 究(MT

Research)、 政 府 機 関 に よ る 取 り組 み(Government

Users)、 商用(Commercial Users)と い う3つ の 並行 セ

ッシ ョン に分 か れ て 進 め られ た。 また 、 ポ ス タ ーセ ッ

シ ョン は オー ブ スペ ー ス で2回 、そ れ ぞ れ2時 間 に わ

た っ て行 わ れ た。 私 個 人 の印 象 と して は 、 後編 集 に 統

計的 ア法 を使 う研 究 、 多 占語 シス テ ム 、 マ イ ナ ー な 言

語 の扱 い 、RBMT, SMT, EBMTの い くつ か を融 合 す

る 試み な どが 多 か っ た と思 う。 また 、 政府 機 関 で は 、

軍 に よ る安 全 保 障 にMTを 使 う試 み が 印 象 に 残 った 。

3.第3回 特 許 翻 訳 ワー ク シ ョッ プ

 この ワー ク シ ョ ップ は 、AAMTIJapio特 許 翻 訳 研 究

会(委 員 長:辻 井 潤 う に お け る種 々の 議 論 を も と に 、

MT Summitで ワー ク シ ョ ップ を開 い て 、 こ の 分野 の

研 究 者 の 意 見交 換 が で きれ ば よい とい う趣 旨の ドで 開

催 され た。 第1回 はPhuket(Chair:横 山 晶一一)、第

2回 はCopenhagen(Co-Chair:辻 井 潤 ・、横 山 晶 う

で あ る、、

 AVIIは 第3回 び)ワー ク シ ョ ップ で 、 Chairは 江原 暉

将 、 横 山晶 ・が 共同 でつ と め た。 今 回 は 文字 通 り共 同

座 長 で あ った の で、 前2回 に比 べ る と個 人 的 に は非 常

に 楽 で あ っ た,,参 加 者 は約40名 で 、そ の うち2名 が

招 待 講 演 者 、ま た 、user reportや パ ネ リス トも招待 の

形 を と った 。前 回 の 主催 者 で あ るBente Maegaard氏 、

今 【・[の1{催 者 で あ るLaurie Gerber氏 も参 加 され た 。

以rに 概 要 を簡 単 に述 べ る。

 招 待 講 演(司 会:江 原 暉 将)で は 、 江原 氏 に よ る イ

ン トロ と 、Japio林 昭 彦 理 事長 の 挨 拶 の 後 、 EPO(The

European Patent Office)のSophie Manginに よ る活

動 内容 の紹 介 が あ っ た。EPOに お い て は 、特 許 に 用 い

られ る基 本 β語 と して 、 英語 、 フ ラ ン ス 語 、 ドイ ツ 語

の3っ が あ り、esp@cenetと い うサ ー ビス(日 本 の

IPDLに 相 当す る特 許DBサ ー ビ ス)の 一一部 と して 、

い くつ か の ヨー ロ ッパ の 言語 とのMTが 試 み られ て い

る。 ヨー ロ ッパ以 外 で は 、 米 、 口、 韓 、 中 に よるIP5
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cooperationと い う協 力 の 枠 組 み が 進 ん で お り、 こ の

下 にMTを 含 む10のfoundationが 組 織 され て い る。

この枠 組 み が将 来 に 向 け て の 情 報 交換 やMTの 中心 に

な る こ とが期 待 され て い る、,

 も う一 つ の 招 待 講 演 は 、 中 国SIPO(The State

Intellectual Property Office of P.R.0)の 玉丹 氏 に よ

る講 演 で、2005年4月 に 立 ち トげ 、2007年4月 か ら

Single-user version、2008年4月 か ら改 良 テ ス トを 行

っ て い る CPMT (China Patent Machine

Translation)の プ ロ ジ ェ ク トに つ い て 述 べ た 。 興 味 深

い の は 、RBMTに お い て 、 Hierarchical Network of

Concepts(HNC)の 【llで、 文を57カ テ ゴ リに 分 け て 、

性 能 を上 げ て い る と い うこ と で あ っ た、、なお 、RBMT,

SMT, EBMTな どの 統 合 も将 来的 に は 試み るf定 で あ

る。 た だ 、 王 氏 は 、 こ こ でバ ー ナ ー ド ・シ ョー の有 名

な エ ピ ソー ド(あ る 女性 が 彼 に 言 い寄 り、 自分 と結 婚

した ら彼 の 知 性 と 自分 の 美貌 を兼 ね 備 えた 子供 が生 ま

れ る と 言っ た と こ ろ 、 シ ョー が 逆 な ら大変 と言 っ て 断

った)を 引 用 して ユ ー モ ラ ス に締 め く くっ た の が印 象

的 で あ った 。

 一 般 講 演 は 午 前 と 午 後 に2つ(午 前 の 司 会:

Svetlana Sheremetyeva、 午 後 び)・fl会:梶博 行)あ り、

合 計5件 の 発 表 が 行 わ れ た,江 原 氏 や 筆 者 が発 表 した

が 、 詳 細 は 略 す 。

 ユ ー ザ に よ る講 演(司 会:横 山晶 ・)で は 、 ア メ リ

カ(Arti Shah氏)、 韓 国(Yc)ung Pyo Kim氏)、 日本

(番井 進 氏)に よ る発 表が あ り、 各国 特 許庁 の現 状 と

計 画 が 紹 介 され た 。 最 後 に潮 田明 氏 が モ デ レー ター と

な った パ ネ ル(各 国 か ら5人 び)パネ リス ト)が あ り、

各 国 特 許 庁 にお け る特 許 のMTの 利 川 計 画 な どを討 論

した。 カ ナ ダの 特 許 庁 の 人間 も会 場 か ら参 加 し、 各 国

特 許 庁 が 会す る 貴 重な機 会 とな った,

 最 後 に横 山 が締 め く く りの挨 拶 を 行 い 、 第4回 の ワ

ー ク シ ョ ップ も是 非 行 い た い 旨を 述 べ た
。

4.お わ りに

 前 回 に比 べ る と、 本 会議 で は 、 中 国 語や ア ラ ビア語

に関 す る発 表 が や や 減 り、研 究 面で もSMTとRBMT

やEBMTと の融 合 を 図 る 動 き が 本格 化 した 印象 が あ

る。 本 会 議 も、 ワー ク シ ョ ップ も、現 在 の機 械 翻 訳 の

か か え る問 題 点 が 明 確 に な り、 大 変 有意 義 で あ った 、、

機 械 翻 訳 関係 の 研 究 者 、ユ ー ザ 、 メー カー 、政 府 関 係

者 等 がeft_界レベ ル で 一同 に 会す る機 会 は この 会 議 以 外

に は 非 常 に 少 な い,,そ の た め に も今 後 と もこの 会 議 の

継 続 と発 展 を 祈 っ て い る。 ワー クシ ョ ップ を さ らに 発

展 させ 、 情 報 を 共有 しよ う とい う気 運 が 盛 りLが りっ

つ あ るの は 心 強 い 。 特 に今 回 、 政 府 サ イ ドの 発 表 が 多

か っ た こ とは 、安 全 保 障 な どにMTを 利 川 す る機 運 が

高 ま って い る こ と を示 して い る、,fl本 政 府 か らは 特 許

庁 以 外 に 発 表 が な か った の は残 念 で あ る。

 会 議 の 内 容 は 、2で 述 べ たIsabelle, Kuhnの 概 要 も

含 め てMT archiveに 載せ るr定 との こ とで あ る し、

ワー ク シ ョップ も含 め 、 ビデ オ撮 影 を行 って い て 、 こ

れ も利 用 で き る との こ とで あ る、,

 な お 、 次 回 の 会 議 は 、AAMT会 長 の 井佐 原 均 氏 が

IAMT会 長 とな っ て 、 q l国 の アモ イで2011年 に 開 催

の 予 定 で あ る。 第4回 の ワー クシ ョ ップ も、 今 後 の 議

論 の 中で 詰 め て ゆ きた い、、秋 の 気 配 のた だ よ う気 持 ち

の よい オ タ ワで 開 催 され た 会 議 の関 係 者に感 謝す る、、
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一
              MT Summit 2009参加報告

独立行政法人 情報通信研究機構

          内山 将夫

 MT Summit 2009は 、300人 以Lの 参加 者

に よ る盛 大 な もの で した。 参 加 者 は 、 大学 、企 業 、

政 府 か ら まん べ ん な く来 てお り、機 械 翻 訳 の研 究 が

盛 ん な こ とを 示 して い ま した。

 バ ン ケ ッ トの とき に 、企 業 参 加 者 の ・人 か ら、参

加 理 由 と して 、米国 政 府 が 大rIな 顧 客 の た め、政府

に ア ピー ル す る た め に も 参加 して い る とい う話 を

聞 き ま した,

 これ に 関 して です が 、 日本 政 府 にお いて も、翻 訳

に 関 す る 需 要 は相 当 多 い はず です か ら、政 府 が機 械

翻 訳 に 関 して 、もっ と予 算 を割 け ば よい の に と思 い

ま した、、世 界的 に は 、翻 訳 が 再 び ブ ー ム とな っ て い

ます が 、fl本 で は、翻 訳 の ブ ー ム は 再 来 して い な い

よ うに感 じます。

 この と ころ の機 械 翻 訳 の進 歩 は急 激 で す の で 、こ

の 分 野 に も っ とf算 と人 員 を振 り 向 け る 必 要 が あ

る よ うに 思 い ます 、,

 さて 、会議 の 内容 です が 、私 は 主に テ クニ カ ル セ

ッ シ ョン に 出 て い た の で 、そ こで 聴 講 した 講 演 の い

くつ か に つ い て,辱き た い と思 い ます 。

 まず 、 フ レー ズベ ー ス のSMTで は 、 フ レー ズテ

ー ブ ル が 非 常 に 重要 な 言語 情 報 です の で
、これ を改

良 す る研 究 と し て 以 下 の2つ が あ り ま し た 。(1)

Complexity-Based Phrase-Table Filtering for

Statistical Machine Translation.(2) Phrase

Translation Model Enhanced With Association

based Features.(1)は 、あ る種 の 統 計 的 な 尺 度 に よ

り、テ ー ブ ル 中 の フ レー ズを フ ィル タ リン グす る と

い う話 で す,,

(2)は 、 色 々 な 統 計 的 な 尺 度 を フ レー ズ の ス コ ア

と し て 追 加 す る こ と に よ り 、翻 訳 精 度 が 少 し向 上す

る と い う も の で す 。

 コ ー パ ス に 関 連 し て は 、United Nations General

Assembly Resolutions A Six-Language Parallel

Corpusが あ り ま した 。 こ れ は 、 国 連 文 菩 の パ ラ レ

ル コ ー パ ス で 、http:〃www.uncorpora.org1よ り利 用

で き ま す 。 ま た 、Development of a

Japanese-English Software Manual Parallel

Corpusは 、 日英 の オー プ ン ソー ス ソフ トウ ェア の マニ ュ

ア ル か ら 作 ら れ た 対 訳 コ ー パ ス で す 。 こ れ は

http:〃mastarpj.nict.go.jp1～mutiyama!manual!ind

ex.htmlか ら利 用 可能 で す 。

 翻 訳 支 援 にMTを 利 用 す る も の と し て は 、

Interactive Assistance to Human Translators

using SMT methods や Phrase-based MT in a

Computer-assisted Translation environmentが

あ り ま し た 。

 MTを 組 み 込 ん で い な い 翻 訳 支 援 と し て は 、

Hosting Volunteer Translators が あ り ま した 。 こ

の 論 文 で は 「み ん な の 翻 訳 」(http:〃trans-aid.jp1)

と い う翻 訳 者 支 援 サ イ トに つ い て 報 告 して い ま す 。

 そ の ほ か 、 併 設 のThe 3rd Workshop on Patent

Translationで は 、 各 国 の 特 許 庁 に お け る 機 械 翻 訳

に 関 す る 取 り組 み の 話 を 聞 き ま した 。使 わ れ て い る

機 械 翻 訳 シ ス テ ム は ル ー ル ベ ー ス がi三 な よ うで す 。

コ ー パ ス ベ ー ス の 機 械 翻 訳 シ ス テ ム が 特 許 翻 訳 に

使 わ れ る の は ま だ 先 の こ と の よ う で す 、,簡 単 で す

が 、 以 上 で 、 報 告 を 終 りま す 。
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A IIIi:

Report on ACL-IJCNLP 2009

Canasai Kruengkrai, NICT

ACL-IJCNLP 2009 is the first joint conference between the Association for Computational

Linguistics(ACL)and the International Joint Conference on Natural Language Processing

(IJCNLP)of Asian Federation of Natural Language Processing(AFNLP), held on 3-5 August 2009

in Singapore[1]. The conference covers a broad range of technical areas related to natural language

and computation. This paper briefly highlights particular papers, published in proceedings of

ACL-IJCNLP 2009[2], that hopefully reflect recent trends in NLP research.

We start with an interesting research direction that focuses on exploiting bilingual information to

improve perfbrmance in various areas. Zhao et al. in Oro55五 ∂、nguage刀'ependency Parsing Using a

Bilingua/Lexicon propose a method to enhance dependency parsing in one language by using a

translated treebank from another language. A bilingual lexicon and a simple machine translation

technique are used to generate the translated treebank. Resulting word pairs with dependency

relations in the translated treebank are then used as additional features.

Snyder et a!. in乙Tnsupervised Mu/tihngua!Gra、mmar、induction assume that ambiguous syntactic

structures in one language may correspond to less uncertain structures in the other language. They

propose an unsupervised Bayesian model for learning bilingual syntactic structure using parallel

corpora. Oh et al. in」B盟 ・ngu∂ ノco-Training for/Monolingua!Hyponymy-Rela tion/109召 ∫5ノ加 ηpropose

abilingual co-training framework that makes use of machine-translated training data from another

language. Their assumption is similar to that of Snyder et al. in which the reliable part in one

language may be overlapped by an unreliable part in another language. They present the

framework to enlarge the training data by translating only the reliable part of classification results

in another language. Ganchevθ`al. in刀ependen(y(era」!nmar Induction via Brtext Projection

Constraints propose a learning method for transferring dependency parses across bitext. Their idea

is to use word-level alignments and a source language parser to constrain the space of possible

target trees.

Wan in Co-Training for Cross-Lingual Sentiment Classification proposes a co-training approach to

improve the classification accuracy of polarity identification of Chinese product reviews. Machine

translation services are used to translate English training reviews into Chinese reviews, and

translate Chinese test reviews and additional unlabeled reviews into English reviews. Thus, the

problem can be viewed in two independent views where the co-training approach can exploit the two

redundant views of features. Gao et al. in Exploiting Bilingual Information to Impro ve Web Search

15



propose to use bilingual queries for learning a linear ranking function. The bilingual queries, which

appear in query logs of different languages but represent equivalent search interests, can be used to

generate bilingual document pairs for improving ranking.

Next, we explore another research direction related to applying semi-supervised and unsupervised

machine learning in NLP. Liang et a!. in Learning Semantic Correspondences with Less

Supervision propose a probabilistic generative model that simultaneously segments the text into

utterances and maps each utterance to a meaning representation. The Expectation Maximization

(EM)algorithm is used for parameter estimation. Persing and Ng in Semi-Supervised Cause

Identification from Avia tion Safety Reports introduce a cause identification system that identifies

causes explaining why the aviation incident described in a given report occurred. They present a

bootstrapping algorithm that automatically augments a training set by learning from a small

amount of labeled data and a large amount of unlabeled data.

Mochihashiθ 乙a/in Bayesian乙Tnsupervise(メWorc/Segmen ta tion隅'thハbested Pitman-}or.乙 ∂nguage

Modeling propose a model for unsupervised word segmentation. Their model is based on a nested

hierarchical Pitman-Yor language model where the Pitman-Yor spelling model is embedded in the

word model. Ravi and Knight in Minimized Models for Unsupervised Part-of-Speech Tagging

propose an unsupervised learning method for POS tagging. They apply integer programming to

explicitly search for the smallest model that explains the data and then use the EM algorithm to fit

the model to the data.

Then, we move on to using the Web as a linguistic resource. Sauper and Barzilay in Automatically

Generating Wikipedia Articles A StructureAware Approach propose a method for creating a

multi-paragraph overview article by selecting relevant material from the web and organizing it into

asingle coherent text. Shnarch et al. in Extracting Lexical Reference Rules from Wikipedia present

construction of a large-scale resource of lexical reference rules from Wikipedia. Mausam et al. in

Compilingヨ ノVlassive,ノVlultilinguaノ ∠)ictionarアvia 、Prot》∂わ、111StlC Inference propose a probabilistic

method, based on graph sampling, for automatically constructing a multilingual dictionary.

Finally, Best Paper Awards are given to the丘)llowing papers:Concise Integer五inear Progra、 肌rrling

Form ula tions for Dependency Parsing by Martins et aL, Reinforcemen t Learning for Mapping

Instructions to!10々 ∂ns by Branavan et al., and K-Best.4津 ぬ1別h8 by Pauls and Klein.

In conclusion, this paper presents some recent NLP studies appearing in ACL-IJCNLP 2009. We

emphasize on three research directions 1)exploiting bilingual information,2)applying

semi-supervised and unsupervised machine learning, and 3)using the Web as a linguistic resource.

The next ACL conference will take place on July 11-162010 at Uppsala University Campus in
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Sweden.
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ACL2009

                              Conference Report
Joint conference of the 47th ACL and the 4th IJCNLP

                                                    Wenliang Chen, NICT

ACL-IJCNLP 2009 was held at the Suntec Singapore International Convention&Exhibition

Centre, Singapore from August 2 to 7. It was collocated with the Conference on Empirical

Methods in Natural Language Processing(EMNLP)2009. There were 6 tutorials and 12

workshops besides main conference and EMNLP.

1. Papers

In this year, main conference included full papers and short papers. There were 925 total valid

paper submissions, a record number of submissions, from more than 40 countries.21%(120)of

full paper submissions were accepted and 26%(93)of short paper submissions were accepted.

   Presentations were divided into 40 sessions, normally 4 run in parallel. There were 3
"syntax and parsing"sessions

, which I was interested in, including 14 papers. Among them,

there were 3 papers that tried to use bilingual data to improve syntactic parsing.

   Zhao et al.,2009 presented an approach of using English Treebank for Chinese parsing.

First, they translated English Treebank into Chinese by a simple word-by-word translation

model. Then new features were represented based on the translated treebank for a shift-reduce

parser. The experimental results showed that their method was quite useful.

   Ganchev et al.,2009 presented an approach of using bitext projection constraints to induce

dependency grammar. They used a bilingual-corpus(E-x)in which the English side sentences

were parsed by a trained parser and performed word alignment. Then they obtained

auto-annotated trees for language x. Finally, they trained a parser by adding some specific

rules for x.

   Snyder et al.,2009 proposed a method to use bilingual cues to perform unsupervised

constituency parsing. They adapted an unordered tree alignment to the probabilistic setting for

the models. The models loosely bound parallel trees while allowing language-specific syntactic

structure. They performed inference under the model using MCMC and dynamic programming.

2. llztorials

Iattended a tutorial"Topics in Statistical Machine Translation"lectured by Kevin Knight, and

Philipp Koehn. This tutorial went more deeply into selected topics of intense current interest.

They introduced the algorithms of efficient decoding for phrase-based and syntax-based MT,

Minimum-Bayes risk, and system combinations. How to scale to large data is an important

issue in MT. For this, they listed the efficient methods for phrase table pruning, storage, suffix
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arrays, and large language models including distributed LMs and noisy LMs. In recent years,

new models for word alignment, rule selection, and syntax-based language models were

proposed by many researchers.

3.EMNLP

In this year, EMNLP also received a new record number of submissions 475. There were 163

papers accepted in total. Of these,96 were accepted for oral presentations, and 67 for poster

presentations. Presentations were scheduled in 29 sessions. There were 20ral sessions and

poster session related to parsing, including ll papers.2papers proposed the methods to use

bilingual data to improve syntactic parsing.

   Huang et al.,2009 presented a method to improve dependency parsing by using a Chinese

treebank with its human translation. They performed word alignment first. And then

represented new features based on the bilingual constraints. The results showed that their

method was simple yet effective.

   Smith and Eisner,2009 proposed an approach by using a parallel corpus to improve

parsing. The English side sentences were parsed by a trained parser and word alignment was

performed. Then they obtained auto-annotated trees for another language. Finally, they

trained a parser by using Quasi-Synchronous Grammar features.

4.More information

More Information can be found at the conference website:http:〃www.acl-ijcnlp-2009.org1. It

contains the full program and other information.

References

1.Hai Zhao, Yan Song, Chunyu Kit and Guodong Zhou.2009. Cross Language Dependency

Parsing using a Bilingual Lexicon, In Proceedings ofACL-IJCNLP.

2.Kuzman Ganchev, Jennifer Gillenwater and Ben Taskar.2009. Dependency Grammar

Induction via Bitext Projection Constraints, In Proceedings ofACレIJCNLP

3.Benjamin Snyder, Tahira Naseem and Regina Barzilay.2009. Unsupervised Multilingual

Grammar Induction, In Proceedings ofACL-IJCNLP.

4.Liang Huang, Wenbin Jiang and Qun Liu.2009. Bilingually-Constrained(Monolingual)

Shift-Reduce Parsing, In Proceedings of EMNLP.

5.David A. Smith and Jason Eisner.2009. Parser Adaptation and Projection with

Quasi-Synchronous Grammar Features, In Proceedings of EMNLP.

19



ACL2009

                      Report on ACL 2009 at Singapore

Hailong Cao, NICT

Outline of conference

The joint conference of the 47th Annual Meeting of the Association for Computational Linguistics

and the 4th International Joint Conference on Natural Language Processing of the Asian

Federation of Natural Language Processing(ACL-IJCNLP 2009)took place on August 2-7th,

2009in Singapore, the culturally and technologically vibrant garden city of Asia.

Tutorials and workshops were scheduled on 2 and 7 August, respectively. The main conference

was held from 3 to 6. Presentations were divided into four streams, normally run in parallel

120 full papers (oral),42 short papers (oral),51 short papers (poster),5 student research

workshop papers(oral), and 7 student research workshop papers(poster). There are also two

invited talks

    ・ Qiang Yang Heterogeneous Transfer Learning with Real-world Applications

    ・ Bonnie Webber Discourse-Early problems, current successes, future challenges

In the closing session, Professor Frederick Jelinek of Johns Hopkins University was presented

with the lifetime achievement award. And three papers received Best Paper Awards in

ACL-IJCNLP 2009

o

●

●

The next ACL conference will be held in Uppsala, Sweden, July 11

Concise Integer Linear Programming Formulations for Dependency Parsing

Andre Martins, Noah Smith and Eric Xing

Reinforcement Learning for Mapping Instructions to Actions

S.R.K. Branavan, Harr Chen, Luke Zettlemoyer and Regina Barzilay

K-Best A*Parsing

Adam Pauls and Dan H-ein

                                                -16,2010.

Papers about machine translation

Machine translation(MT)is definitely one of the hottest research topics in this conference, and

there are as many as 5 sessions about MT among the full paper presentations. The papers

presented in the MT sessions covered syntax based model, system combination, decoding

algorithm and word alignment.

*Syntax-based model

(Haitao Mi et al.)applied forest based method in a tree-string MT model in 2008. This year,(Yang
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Liu et al.)demonstrated the power of forest in a tree-tree model.

The strength of forest is also leveraged by(Hui Zhang et al.)to improve the tree sequence to

string model.

(Jun Sun et al.)improved the tree sequence model by using another technology non-contiguous

tree sequence.

(Galley and Manning)applied quadratic time MST parsing to compute language model scores for

phrase based MT.

(Deyi Xiong et al.)proposed a syntax-driven bracketing model for phrase-based translation.

(Phil Blunsom)presented a phrasal synchronous grammar model of translation equivalence.

Without resorting to heuristics or constraints from a word-alignment model, they directly

induced a synchronous grammar from parallel sentence-aligned corpora.

*System combination

Hypothesis alignment is a key step in system combination.(Boxing Chen et al.)first compared

four commonly used word alignment methods, namely GIZA++, TER, CLA and IHMM, for

hypothesis alignment. Then they proposed a method to build the confusion network from

intersection word alignment, which utilizes both direct and inverse word alignment between the

backbone and hypothesis to improve the reliability of hypothesis alignment.

(Chi-Ho Li et al.)redesigned the Indirect HMM(IHMM)alignment, which is one of the best

hypothesis alignment methods for conventional MT system combination, in an incremental

manner. They proposed three different solutions to define state transitions on a gradually

expanding confusion network.

*Decoding algorithm

(Mu Li et al.)and(Yang Liu et al.)went a step further than system combination by proposing

collaborative decoding and joint decoding algorithm respectively.

(John DeNero et al.)presented a consensus decoding algorithm which can improve performance

as well as MBR but run 80 times faster than MBR.

(Zhifei Li et al)proposed a decoding algorithm for MT which can measure the goodness of a

translation using all of its derivation. The paper was nominated for the best paper award.

*Word alignment

(Aria Haghighi et al.)proposed supervised word alignment methods that exploit ITG constrains.

They showed that through the combination of relaxed learning objectives, many-to-one block

alignment potential, and efficient pruning, ITG models can yield state-of-the-art word

alignments.

(Fei Huang)presented a confidence measure for word alignment based on the posterior

probability of alignment links. They keep high confidence alignment links and remove low

confidence alignment links. The idea is quite simple but it is very effective in terms of both

alignment F-score and BLEU score.
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一

  AAMTイ ンターネットワーキンググループの長尾賞受賞に際して

    イ ン タ ー ネ ッ トワー キ ン グ グル ー プ

寓 七 秀 、 伊 藤 悦 雄 、 介 弘 達 哉 、小 谷 克 則

 イ ン タ ー ネ ッ ト ワー キ ン グ グ ル ー プ(以 ド、

「WG」)は 、1996年 に 当 協 会 内 の組 織 と して 発 足

し、 協会 の情 報 イ ン フ ラ を運 用 ・管 理 す る 「黒 拘

的 な役 割 を担 っ て き ま した。発 足 以 来13年 の 問 に 、

法 人 会 員企 業 か らのWGメ ンバ ー を 中 心 に 、実 に数

多 くの 方の 協 力を いた だい て活 動 を進 め て きま した。

 この度 、2009fl'.度 長 尾 賞 とい う形 で 、 これ まで

の 私 達 の 活 動 に 対 す る 評 価 を い た だ い た こ とは 大

変 に感 慨 深 い こ とで す、,この 喜 び を、 これ までWG

活 動 に か か わ っ て こ られ た 多 くの 方 々 と分 か ち 合

い た い と思 い ます 。 ま た こ の機 に 、 あ らた め て 当

WGの 活 動 を紹 介 させ て い た だ き た い と思 い ま す。

1.現 在 の 活 動

1.1.協 会 イ ン フ ラの 運 用

・ホ ー ム ペ ー ジ

 協 会 独 自の サ イ トを ・セ1ち上 げ 、公 開 ペ ー ジ にお い

て 対 外 的 な 情 報 発信 を 行 って い ます。 方 、協 会 会

員 を対 象 に した 「会 員 専川 ペ ー ジ」 を同 サ イ ト ヒに

構 築 して 運 用 して い ます。

・メー ル マ ガ ジ ン

 協会 発の機 械翻訳 関連情 報 を協 会会員に タイ ム リーに

発信す るために、 メールマ ガジンを立ち上げてい ます。

1.2.そ の 他 の 活 動

 ホ ー ムペ ー ジお よび メ ー ル マ ガ ジ ン の 運 用 に 加

え 、以 ドの活 動 を推 進 して い ます 。

・委員 会活 動 支援

 近 年 、協 会 の 各 委 員 会 で は 、従 来 の コ ンテ ン ツ掲

載 に 加 え て 、 よ り積 極 的 な ウ ェ ブ 活 用 を始 め て お

り、WGも これ をサ ポー トして い ます 。委 員 会 の ウ

ェ ブ活 用 の 例 と して は 、ダ ウ ン ロー ド可能 コ ンテ ン

ツ の 公 開 、 ウェ ブ 上 ア ンケ ー ト、 等 が あ ります 。

・アジア太平洋向け情報流通

 協 会 発 足'【i初か ら、日本 語 中心 に な りが ち な協 会

の 情 報 流 通 に お い て 、ア ジ ア太'1鮮 地 域 に 向 け た情

報 流 通 の 枠 組 み 作 りを模 索 して い ます 。

▽JAMT創 立

 ▽AAMT創 立

2.WGの 活 動 の 歴 史

ジト ナノレ

   WG発 足▼

         独自ドメイン▼ 会員専用▼

承一ム ページ ■幽 幽 幽■臓幽 ■■ 幽 ■■一 咀

メール マガジン 幽幽圏幽幽 幽圏 髄 幽 ■

ずず詩ず♂詩ず釜詩詩げ蕊β5ボ 演ぜ蕊演げ

   図1.WG発 足 と担 当す るイ ン フ ラ

    (ジャーナルは編集委員会が担 当)

・1996年 WG発 足

 WGは ジ ャー ナ ル編 集 委 員 会 の 一一環 と して ス タ

ー トしま した
。ジ ャー ナ ル に掲 載 して い る コン テ ン

ツの うち、特 に定 期 的 な更 新 が 必 要 とな る コ ン テ ン

ツ を、当時 急 速 に普 及 し始 め て い た イ ン ター ネ ッ ト

トで公 開す る、 とい うの が当初 の最 大の 目的で した。

・1997年 初 期 ホー ムペ ー ジ作 成

 当 協 会 初 の ホ ー ムペ ー ジ を 作 成 して 公 開 し ま し

た 。 コン テ ン ツ は ご く限 定 的 な もの で 、協会 の 全 体

概 要 とMTシ ステ ム ー一覧 の み とい う内 容 で した。サ

イ トと して は 、電 子 情 報 技 術 産 業 協 会(JEITA)の

サ ー バ の 一 角 に 間 借 りさせ て い た だ き ま した。
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図3.総 合 的 ホ ー ムペ ー ジ(2000年 公 開)

図2.MTシ ス テ ム ー 覧(1997年 掲 載)
・2002年 独 自 ドメ イ ン取 得 ・デ ザ イ ンー新

・1999年 メ ー ル マ ガ ジ ン立 ち 上 げ

 ホームペー ジよりさらに即時性が求められる情

報の発信を目的 として、協会メールマガジンを立ち

上げました。配信対象のコンテンツは、会議 ・行事

案内、新製品紹介、事務局連絡等で、基本的に同様

の内容が現在まで引き継がれています。

・2000年 総 合 的 ホ ー ムペ ー ジ の 立 ち 上 げ

 それまで限定的な内容だった協会ホームページ

を全面的に設計 し直 し、協会の活動内容を網羅的に

紹介するサイ トとして再スター トしました。主要な

コンテンツに関しては、英語を併記するようにしま

した。また、一っのウェブサイ トとして統一感のあ

るデザインとしました。これによってコンテンツは

充実 しましたが、コンテンツは依然として間借 りの

サーバ上に搭載 していました。

 こ の年 初 め て 、協 会 専 用 デ ィス クスペ ー ス を レン

タル サ ー バ 上 に取 得 しま した。併 せ て 協 会 専 用 ドメ

イ ン"aamt.info"を 取 得 し、 コ ンテ ン ツ を この ドメ

イ ン上 に移 行 しま した。

 さ らに 、 コ ンテ ン ツ の 大 幅 な拡 充 と最 構 成 を行

い 、グ ローバ ル 対 応 を 行 い ま した。協 会 基 本 情 報 は 、

ア ジ ア太 平洋 地 域 の4力 国 語 で表 示 で き る よ うに

しま した 。ま た 、ア ジ ア 太 平 洋 各 地城 の ロー カル 情

報 を 日英 両 言 語 で掲 載 しま した。 また 、サー バ の提

供 す る ア クテ ィ ブ機 能 を利 用 して 、入 会 フ ォ ー ム を

作 成 し、 ア クセ ス ロ グ の解 析 を 開始 しま した 。
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図4.協 会 ドメイ ン取 得 とデ ザ イ ン ー新(2002年)
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・2003'1`委 員 会 活 動 の サ ポ ー ト

 協 会 各 委 員 会 の ウ ェ ブ ⊥二で の 活 動 を サ ポ ー トし

始 め ま した 、、

 当時 の 市場 動 向 直周査委 員 会 で 実 施 して い たMT

ユ ー ザ の ア ン ケー ト調 査 を協 会 サ イ ト トで 行 え る

よ うにサ ポー トを行 い ま した 。委 員 会 活 動 で 必 要 と

な る ア ク テ ィブ コ ン テ ン ツ が利 用 で き る よ う支 援

を 行 い 、この 年 か ら現 在 に い た る まで 、ア ン ケー ト

を サ イ トLで 行 っ て い ます 。

 また 、他 の 委 員会 の 活 動 に つ い て も順 次 サ ボ ー ト

を 行 っ て い ます,,

・2007年 会 員 専 用ペ ー ジの 立 ちLげ

 サ ー バLに パ ス ワー ド認 証 付 き の 区域 を 作 成 し

て 会 員 専 用ペ ー ジを 立 ち 上 げ 、会 員 向 けの ウ ェ ブ コ

ン テ ン ツ の掲 載 を 開 始 し ま した。ジ ャー ナ ル の電f

デー タや 、各 委 員会の議 事録等 の掲 載 を開始 しま した.

 また この 年 、従 来利 用 して き た2種 類 の プ ロバ イ

ダ を 一本 化 しま した 。 これ に よっ て 、ホ ー ムヘ ー ジ

ア ドレ ス と して 使 わ れ て い た"aamt.info"は 、す べ

て の 協 会 関連 メー ル ア ドレス で も使 わ れ る よ うに

な りま した 、

・2004年 ア ジア 太 ～F洋展 開

 これ までWGで 作成 して き た 各地 域 の ロー カル

情 報 を、各地 域 で独 自 に 更新 して いた だ くべ く 、手

始 め に タ イ ロ ー カル ペ ー ジの 運 用 移 管 を 行 い ま し

た。 タイ ロー カ ルペ ー ジ にっ い て 、タイ の サ ー バ 上

で コ ンテ ン ツ を 作 成 ・更 新 して い た だ き 、 日本 の

AAMTペ ー ジか ら リン クを 張 る よ うに しま した。
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図5.タ イ サ ー バ ーL一の タ イ ロ ー カ ル ペ ー ジ

(統 ・デ ザ イ ン び)ペ ー ジ を タ イ 側 で 更 新)

     メー一リングリスト

AAMT  当協会ではMT関遼1青報む 一1ルクリストZgTGリーに韻 に

FORUM 鴨 潭 懸 その内容挫 理して掲載、て、蔚 .

AAMT

ワ.

隅囎

穰

まとめ

AAMτ ジヤーナル

AAMTシ ャ ナルの記事をPDFH"s式で掲載しています。
ご利用は、著作権法の範囲内に留め、他への転載はご遠慮下さ

い。

MT News International

MT News hternationalの 記事勘DF形 式で掲載しています。

ご利用は,着 作権法の範囲内に留め、他への転載はご遠慮下さ
い。

各委 員会 の 議事 録

各委員会の講事録を掲載しています。
ご利用は、著作権法の範回内に留め、他への転載はご遠慮下さ

い。

図6.会 員 専 用ペ ー ジ の トップ ベ ー ジ

 当WGの 活 動 に携 わ っ た 多 くの 方 た ち の継 続 的

な ご尽 力 に よ り、協 会 の イ ン フ ラ を段 階 的 に 、 しか

し確 実 に 充実 させ て き ま した 。

 今 後 、機 械 翻 訳 の 利 用 は 、ます ます イ ン ター ネ ッ

トと密 接 に 結 び つ い た もの とな る と 考 え られ ます 。

当WGで 構 築 して き た環 境 は 、 単 な る イ ンフ ラ と

して だ けで は な く、協会 の活 動 と と もに 発 展 して い

く よ うな 存 在 とな れ れ ば と 考 え て い ます 。
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一

        英日・日英機械翻訳に関するアンケート結果報告

機械翻訳課題調査委員会ワーキンググルーブ2

1. は じめ に

 AAMT機 械 翻 訳 課 題 調 査 委員 会WG2(調 査 ・広 報 ・啓 蒙)で は 、 そ の 前身 で あ る 市場 動 向 調 査 委 員会 σ)時代

か ら調 査 活 動 の 環 と して 、年 一回 イ ン ター ネ ッ ト ヒで機 械 翻 訳 に 関 す る 一般 ユ ー ザ を 対 象 と した ア ン ケー トを

行 っ て い る。AAMTのWebサ イ トに特 設 ペ ー ジ を設 け 、設 問 に 回 答 して も ら うとい う形 式 で あ る、,本稿 で は 、2009

年(2008年 度)の ア ンケ ー ト調 査 結 果 に っ い て 報 告 す る。

 2009年 の ア ン ケー トで は 、新 た に携 帯 電 話 に よ る機 械 翻 訳 の利 用調 査 、お よび 翻 訳 メモ リの利 川 調 査 を行 〆)た、

さ らに 、従 来 か ら継 続 して い るPCに よ る機 械 翻 訳 の利 用 調 査 も内 容 を 整 理 して 行 った,

 近 年 、携 帯 電 話 に よ る通 信 サ ー ビスが 広 く普及 し、 携 帯 電 話 に よ るテ キ ス トや 音:声の機 械 翻 訳 →ノー一 ビ スが 始 気

っ た。 今 後 、機 械 翻 訳 の 利 用 形 態 と して携 帯 電 話 の ニ ー ズ が 高 くな る と思 わ れ る,,そ こで 、 携 帯 電 話 に よ る機 械

翻 訳サ ー ビス に 関 す る利 川 状 況 を調 査 す る こ とに した 。 ま た 、 翻 訳 に 関 す る技 術 に翻 訳 支 援 技 術 が あ り、 この 技

術 と して翻 訳 メモ リが実 際 に利 用 され て い る。 そ こで 、 翻 訳 メ モ リの利 用 状 況 を 調 査 す る こ とに した1,

 今 回 の 調 査 で は 、 ア ン ケ ー トの 回nはPCだ けで な く 、携 帯 電 話 か ら も回 答 で き る よ うに した、,ただ し、携 帯

竃 話 か らの場 合 は 、 携 帯 電 話 に よ る機 械 翻 訳 の 利 用 とPCに よ る機 械 翻 訳 の 利 川 につ い て の 調 査 の み と した 、 ま

た 、 自動 翻 訳 やPCに よ る翻 訳 支援 の 必 要 性 を 問 い 、 必 要 と して い る 回答 者 の み で 分析 を行 った 、,

 以 ドに2009年 の ア ン ケー ト実 施 概 要 を示 す 。

 ● ア ン ケー ト期 間

   》  2009i十 こ1月28日 ～2月 10 k3

 ● ア ン ケー ト進 監f㌧品

   》 抽 選 で10名 に機 械 翻 訳 ソフ ト、20名 に ク オ カ ー ド(3,111 分)を 進 【∴。

   》 回 答 者 は 進 【直品 と して機 械 翻 訳 ソフ トか クオ カー ドか を指 定 口∫能,,ま た 、進lll二品 の機 械 翻 訳 ソフ ト

      は4種 類 で 、 そ れ らの 商 品 名 は回 答 前 に確 認 可能 だ が 、 商 品 の指 定 は 不 吐,

 ● ア ン ケー ト回 答 者 数

   》 1,811人(う ち、 白動 翻 訳 やPCに よ る翻 訳 支 援 を必 要 とす る と回 答 した 人 は1,059人)

   》 なお 、過 去の ア ン ケー ト回 答 者 数 は 、2003年1,413人 、2004年1,720人 、2005年1,018人 、2006

      年1,061人 、2007年835人 、2008年1,495人(946人)。 括 弧 内 は 自動 翻 訳 を必 要 と『lrる人 数 、

2. 設 問 項 目

 一主に以 トに 示す 項 目にっ い て 質 問 した。

 ● 携 帯 竃 話 に よ る機 械 翻 訳 の利 用 に つ い て(知 名度 、使 用 経 験 、 利 川 した い 場 面、 利 川 した場 面 、入 出 力の

   種 類 、満 足度 、 良 い点 、悪 い 点)

 ● 翻 訳 メモ リの利 川 に つ い て(知 名 度 、使 用 経 験 、使 用 理 由 、翻 訳 方向 、 利 川 分 野 、 コ ンテ ン ツ 、機 械 翻 訳

   ソフ トの併 川 、満 足度 等)

 ● PCに よ る機 械 翻 訳 の利 用 に つ い て(最 も良 く使 用 す る機 械 翻 訳 σ)種類 、 利 川 頻 度 、満 足 度)
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● 回答者の基本属性について(年 齢層、性別、職業、英語力)

3. 携帯電話の機械翻訳サー ビスに関する調査結果

 本章では、携帯電話を端末 とした機械翻訳サー ビスについて実施 した調査結果を示す。

 アンケー ト回答者の内、携帯電話向け翻訳サー ビスサイ トを知らないとの回答は39%、1種 類知っているが

36%で あった(図1)。2種 類以上知っている回答者を含め約6割 が知っていることとなり、携帯電話向けの翻訳

サー ビスがかなり知 られていることが分かる。知っている携帯電話向け翻訳サイ トは 「モバイル版Yahoo!翻 訳」

が回答者の60%を 超え、続いて携帯版エキサイ ト翻訳 と続いている(図2)。 また、実際に使用 したことがある

サイ トもこの順 と変 らない(図3)。 これは、昨年実施したインターネッ ト翻訳サイ トに対する調査結果と一致 し

ている(AAMTジ ャーナル45号 参照)。 知っているサイ トと使 ったことがあるサイ トの関係を見ると、存在を知

っている人の内、約半数はそのサイ トを使用 したことがあることが分かる(図4)。
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 2%

3種類

 6%

2種 類
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携帯電話向け翻訳サービスを使用したい場面に関する調査結果を図5に 示す。これによると、「海外旅行での会話に」

使 用 したい が60%を 超 えてい る。しか し、実際 には20%未 満 しか 、「海 外 旅 行 で の会 話 に」使 用 してお らず 、「英 語 のテキス

トの和訳に」使用している人が約半数であることがわかる(図6)。
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翻訳サー ビスの入出力の割合を図7に 示す。ボタンによる文字入力とテキス トによる出力の割合が高いが、音

声入力も20%程 度利用されていることが分かる。
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 携 帯 電 話 向 け翻 訳 サ ー ビ ス に対 す る満 足 度 調 査 結 果 を示 す(図8)。 調 査 は 、 「大 変 不 満 足 」 か ら 「大 変満 足 」

ま での6段 階 評 価 で あ り、 「音 声 認 識 精 度 」 「翻 訳 品質 」 「翻 訳 速 度 」 「音 声 合 成(読 み 上 げ)の 品質 」 とい う個 々

の 機 能 の項 目 と、 「使 い や す さ」 「全 体 の 満 足 度 」 「役 に立 っ た か 」 「今 後 も使 い た い か 」 とい う全 体 に 対 す る項 目

が あ る。

 個 々 の項 目に 関 して は あ ま り満 足 度 が 高 くな い が 、 そ の 中で も 「翻 訳 の速 さ」 は他 の項 目 と比 べ 満 足 度 が 高 い

こ とが わか る。 また 、 「満 足度 」 「役 に立 った か」 「今 後 も使 い た い か 」の 項 目 よ り、 「あ ま り満 足 で きな か っ た が 、

そ こそ こ役 に立 つ の で 、 また 使 い た い 」 とい う傾 向 が わ か る。
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        図8携 帯電話向け翻訳サー ビスの満足度

 携帯電話の機械翻訳サービスの良かった点 ・悪かった点についての調査結果を示す。これは、携帯電話の機械

翻訳サービスを利用 したことがある人に、良かった点 ・悪かった点をそれぞれ自由記述で記載 してもらったもの

で、それぞれ327件(回 答者数321人)、324件(回 答者数316人)の コメン トを得た。表1・ 表2に それぞれ

内容による分類と要望数の内訳、記載内容の代表例を示す。

   表1携 帯電話の機械翻訳サービスの良かった点(機 械翻訳不要と回答 した人のコメン トも含む)

[利便性]

レスポンス]

訳できること]

 ≡ ロ

コス ト]

[音声]

所な し

[一般]

[音声認識ができる
こと
立=」置ム   ロ

12 い つで もど こで も 訳 で き る 。

  ミ ー 一オ、 、

 ス ヒー ドカ は や い 。27

   が か23

 翻 訳 で きた こ と22

17  い  い

  カミ照っ 一 し  カ、っ 一 "

無 料 で 使 える3

実 環 境 で音 声 認識 が 動 作 した こと1

 虫 轡 が 思つ 一 し 日 聲つ 一こ 1

26

 7

327

29



表2携 帯電話の機械翻訳サー ビスの悪かった点(機 械翻訳不要と回答 した人のコメン トも含む)

大

[翻訳品質]

[入 力の 手 間]

[レ スポ ンス]

[°作 性]

[音声]

 つ い

コ ス

[機能 ・完 成度]

[短所 な し]

他

小

[一 般]
量五   、

[会話 ・口語]

[辞書情報量]

∠  マ  面

虫=ヒ 言刃 § 噛

[音声合 品質]
[音声機能がない]

'に 立 た;1い

[文字 が わ か らな い

と翻訳 で きな い]

[セキ ュ リテ ィ]

他

  も う少 し精度 を高 め て 欲 しい 。110

 言五晶 カミ'」、オ、い15

 7 翻 訳 され て る言 葉 と会 話 した と きの 言 葉 が か み合 わ

 な か った

 辞 書 と比 べ る と内 容(質)に は 、満 足 で き な い 。7

  い と ・・≡  が」匡  、日 に ヵ、4

  ス が か△ 言 白 で  こと1

 一 文 字 つ ボ タ ン で入 力す る のが 面倒 だ った42

 時 間 が か か る21

 使 いに く い20

 立 宮 言灌 魑が 幽 に稟   い にti Lか い8

 音 声 が や や 聞 き取 りに くい7

4 音 声 認 識 や音 声合 成 機 能 が 自分の 携 帯 に もあ った ら

 い い と思 う。

 面 が ノ、 い9

 高 か った6

 も っ と完 成度 が上 が って くる とい い と思 い ま す 。3

50

 Zに 立 た+1い2

 文 字 が わ か らな い と翻 訳 で きな い2

 携帯電話には多くの個人情報が登録されているほ 1
 か、決済機能も併せ持つなど紛失時の リスク。 「安
 全 ・「白"・ に   一ビス
 限界を感 じた。 5
324

 携 帯 電 話 の 機 械 翻 訳 サ ー ビ スに つ い て は 、 まず 携 帯 電 話 で翻 訳 で き る とい う利 便 性 自体 が長 所 と して 捉 え られ

て い る り∫、翻 訳 品 質 、 音声 認識 ・合 成 の 品 質 につ い て は厳 しい 評価 が な され て い る。 ま た 、 携 帯 電 話 特 有 の 問

題 と して 、 操 作性 の 悪 さ(入 力 の 予間 ・画 面 の 狭 さな ど)が あ げ られ て い る。 今 同 の 結 果 で は 、 従 来 のPC向 け

機 械 翻 訳 シ ステ ム ・サ ー ビス に 対 す る結 果 とは 異な り、紙 の 辞 書 ・竃r辞 辞を比 較 対 象 と した コ メ ン トが 多 い が 、

これ は 、i.の よ うな問 題 か ら、携 帯 綱 話 の 機 械 翻 訳 サ ー ビス は 辞 、躬1き も しく はそ の延 長 と して 利 川 され て い

る こ とが 多い こ とを 裏付 け る もの と思 われ る 、

4. 翻 訳 メモ リに 関 す る調 査 結 果

 本 節 で は 、 翻 訳 メモ リに 関す る 調 査 結 果 を 示 す。

 図9に 、翻 訳 メモ リの 認 知 度 ・利 用 度 を 示 す。そ もそ も76%の 回 答 者 が 翻 訳 メモ リと い うも の 自体 を 知 らな い。

残 る24%の うち 、無 回 答 が8%、 翻 訳 メモ リを 知 っ て い て使 う人 が8%、 翻 訳 メ モ リを 知 っ て い て使 わ な い 人が8%

で あ る、,全体 か ら%Lる と10%弱 で あ る、、翻 訳 メモ リの利 用層 が 限 られ た もの で あ る こ とが 窺 え る、,

                        無回答
                          %

                         /〆       知っていて使って
                                  いる
                                   8%

             知らない                       知っているが使っ
             76%                         一  ていない
                          ＼＼               8%

図9翻 訳メモリの認知度 ・利用度
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図10に 使 用 して い る翻 訳 メモ リ(複 数 選 択 可)を 示 す 。Tradosの み が50%超 の 利 用 率 で 、 そ れ 以 外 の 全 て の

ソフ トウェ ア が20%未 満 の 水 準 に あ る。翻 訳 メ モ リの 定番 がTradosで あ る こ とが ア ンケ ー トか ら も裏付 け られ る。
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 図11に 翻訳メモ リの使用理由を示す。翻訳メモ リは、産業翻訳において、翻訳発注者から使用を義務づける形

で支給され ることが多いと言われているが、その割合が3割 程度であることがわかる。また、翻訳メモリ使用者

の大半も、義務だから翻訳メモ リを利用するだけでなく
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一般にその有用性を認めていることがわかる。
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       図11翻 訳メモ リの使用理由

 図12に は 翻 訳 メモ リ利 用 時 の 翻 訳 方 向 を示 す 。 英 日のみ が50%を 超 過 、 次 い で 両 方 向 が30%強 、

10%強 とな っ て い る。

日英のみが
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日 英 のみ 、
 134

方

翫

 

 

英日のみ
 54%

図12翻 訳メモ リ利用時の翻訳方向

 図13に は 翻 訳 メモ リコン テ ン ツ の 調 達 方 法 を 示 す。 複 数 選 択 ・∫能 な設 問 で 、 「自分 で 作 成 す る」 が60%弱 、 次

い で 「翻 訳 依 頼 者か ら 支給 され る」が約40%、 「翻 訳 メモ リツ ー ル や 翻 訳 ソフ ト付 属 の もの を使 う」が30%弱 、「翻

訳 依 頼 者 以 外 か ら既 存 の もの を入 手」 が20%強 な ど、 支給 され る 翻 訳 メモ リの み な らず 、 自分 で も工 夫 して 可 能

な 限 り良質 の 翻 訳 メモ リを調 達 して い る人 が 多い こ とが 窺 え る.
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図13翻 訳メモリコンテンツの調達方法

 図14に は 翻 訳 ソフ ト購 人 時 に 翻 訳 メモ リ機 能 を 考 慮 す る人 の 割 合 、図15に は 翻 訳 メモ リと機 械 翻 訳 を併 用 す

る 人 の割 合 を示 す,、これ らの 結 果 か ら、70～80%は 機 械 翻 訳 ソフ トと翻 訳 メモ リの 併 用 を 考 え て い る こ とが わ か

る、,
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考 慮 しな

 い

 22%

考 慮す る

 78%

図14翻 訳ソフ ト購入時に翻訳メモリを考慮するか

併 用しない

 30%

併用する

 70%

図15翻 訳メモ リと機械翻訳を併用するか

 図16に 翻 訳 メモ リの 満 足 度 を示 す 。コ ン テ ン ツ と価 格 に は 比較 的 不満 が 高 い。価 格 に つ い て の 不満 は 、Trados

の 利 用 率 が 圧 倒 的 に 高 い こ とか ら、Tradosの 価 格 へ の 不 満 が 反 映 して い る 可能 性 が あ る、,

 不満足ぐコ ■  ■  口  口  團  ■ [◇満足
一100%    -75%     -50%    -25%      0%      25%     50%      75%     100%

コンテンツ

使いやすさ

機能

価格

図16翻 訳メモ リの満足度

 図17に は翻 訳 メモ リの改 善点 につ い て の結 果 を 示 す。 こ こに 示 した 選択 肢 の 理 由 の 他 、自由 記述 に よ る 記述 も

可能 な設 問 だ った が 、 特 定 の機 能 や 不 具 合の 多 さに つ い て の もの な ど、 全 部 で 数 人 の コ メ ン トが あ った の み で あ

り、 この選 択 肢 の 内 容 で 翻訳 メ モ リの 改1藤点 は ほ ぼ 網 羅 して い る と思 わ れ る。
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図17翻 訳メモ リの改善点

5. PC向 け機械翻訳

 本章では、PCで の機械翻訳の使用に関する調査結果を示す。今回の調査は、「無償の翻訳サイ ト(以 ド 「無償

サイ ト」)」「有償の翻訳サイ ト(以 ド 「有償サイ ト」)」「パ ソコンに標準搭載 されていた翻訳 ソフ ト(以 ド 「バン

ドル ソフ ト」)」「市販 されているPC川 翻訳 ソフ ト(以 下 「購入 ソフ ト」)に 分け、分析を行った。 また、満足度

に関する調査は、「大変不満足」か ら 「大変満足」までの6段 階評価で実施 した。

 回答者数としては、無償サイ トの使川者が圧倒的に多い(図18)。

                             翻言尺ソフトや番羽言尺                   市販され
ているPO  サイトを使用したこ

                    用翻訳ソフト      とはない
                      7%            4%             パソコンに標準搭

             載されていた翻訳
               ソフト
                9%
                 有料の翻訳サイト
                    2%

                               無料の翻訳サイト
                                 78%

図18最 も良く使用する機械翻訳の種類

 使 川 頻 度 は 、無 償 サ イ トお よび バ ン ドル ソフ トで は全 体 的 に 低 く、 有 償 サ イ ト並 び に購 入 ソ フ トで は 高 い傾 向

が あ る,,使 川 頻 度 が 高 い 場 合 に は 対 価 を支 払 っ て も購 入 す る傾 向 が あ る とい え る(図19)。
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            oox     ‐        ‐        ‐        ‐

            90%

            80%    一

            :°xox.嘱 縷 ・議 ・1韓

            4°%30%  麟 熱 麟,1蒸'1醐 日
            、。,隷  憩 謙 講 鍮  麟繍濤 、藁                  灘灘  灘  慧1獺

            1:1  灘董 難灘 灘黙
               無償サイト  有償サイト  バンドルソフト  購入ソフト

                 図19機 械 翻 訳 の種 類 別 の使 用頻 度

翻 訳 精 度 の 満 足 度 に 関 して は 、無 償 サ イトは低 い ので はな いか との 予想 を裏 切 り、上 記4区 分 で は、若 干 「有償 サ イト」と

「購 入 ソフ ト」の満 足度 が高 いものの 、あ まり差 が無 い結 果 となった(図20)。 これ は 、無 償 サ イトの 場 合 は 「無 料 なので これ

くらい でもOK」 とい う割 りきりが 、購 入 ソフトの 場 合 は 「支 払 った額 に 見合 った精 度 か どうか 」という対投 資効 果 という判 断 基

準 が 生 じてくるため だと考 えられ る。

          不満足ぐコ ■  ■  口  [] ■  ■ 【⇒満足
         一100%   -75%   -50%   -25%    0%     25%    50%    75%    100%

           麟 騰 講磁 繍 麟置 欝1磯_. 無償サ・・

           欝灘 懲 魏 灘 灘 _、
                         ・醐 磯"

                       ■ 難 轡 醗 欝'・ンF1・ソフ・
                      糎 磯 灘  ←.
                   4 な、 ・騒 一韓 ・;欝

           熱 ㈱ 、 ■ 毒議漁 鋸 購入ソフト

                図20機 械翻訳の種類別の翻訳精度満足度

 その他、「使いやす さ1に 関しては種類ごとに大きな差は見られない(図21)。

            不満足く類 ■  ■  口  [コ ■  ■ O満 足
           一100%  -75%  -50%  -25%    0%    25%    50%    75%   100%

             驚P∫・   蹴 耀 騰 響鰻選讐 饗 馨 翼 緩 ・ぎ碗 け

             縁 、繊翻 羅 轟,}獅

             盟 鑛 罫嚢l!靹1∴
             繋 難難響 灘譲窒一
                  ・試 ヂ就 、.警r"b野 趨鳶 舜こ宅 ・  ・r  臼                  「犠:」「諦

.<・     琴「藁;2

               図21機 械翻訳の種類別の使いやすさ満足度
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また 、機 能 に 関 して は 、無 償 サ イトと購 入 ソフ トで は 明 らか な違 いが あるに もか か わ らず 、満 足 度 には 差 が 見 られ ない(図

22)o

          不満足ぐコ ■  ■  口  口  麹  ■ 〔〉満足

         一1口0%  -75%  -50%  -25%   o%    2°≡髭   50%   75%   100%

無償サイト

有償サイト

ノ、ン ド」レソ フト

購 入 ソフト

図22機 械翻訳の種類別の機能満足度

 価格の満足度に関 しては、「有償サイ ト」 と 「購人ソフ ト」の満足度が、「無償サイ ト」 と 「バンドル ソフ ト」

に比べて低いが、半数以Lが 満足側 となっている。

          不満足くコ ■  ■  口  []  園  ■ [◇満足

        一100%  -75%   -50%   -25%    0%    25%    50%    75%   100%

無償サ イト

有償サ イト

ノ濫ン ド'」レソ フ ト

購入ソフト

                図23機 械 翻 訳 の種 類 別 の価 格 満 足 度

 一方 、翻 訳精 度 に 関す る満 足度 を英 語 能 力別 に分 析 した結 果 を 図24に 示 す 。英 語 力 あが る と満 足 度 が トが る の

で は な い か とい うf'想 に反 し、TOEIC 750点 相.i・-1未満 に は 差 が な く、750点 以 上 で 「大 変 不 満 足 」 者 の割 合 が増

加 して い る こ とが 分 か る。 これ は 、2000年 にAAMTで 行 っ た調 査 の 「TOEIC 690点 以 ドの 人 に は機 械 翻 訳 が役

・レ⊃ 」 とい う結 果 に 関連 す る と 考え られ る(AAMTジ ャー ナ ル31号 参 照) 。
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不満足《油 ■  ■  〔コ ロ  ■  ■ 鷲》満足
一100%  -75%   -50%  -25%    0%    25%    50%   75%   100%

        ■ ■ 饒懇議 舞 一199一
 欝

嚢慧 暴 鍵謬 沖 ㎜点

        1願 唄1'1.  T…C… 一・・9点

         ■・灘藩鑛 一一
       図24英 語力別の翻訳精度満足度

6. 回 答 者 の プ ロ フ ィー ル

 本節 で は 、 回 答 者 の 基 本 属 性(年 齢 、 性 別 、 職 業 、英 語 力)を 示 す 。

 図25に 年齢 、 図26に 性 別 、 図27に 職 業 、 図28に 英 語 能 力(横 軸 はTOEICス コア)毎 の 回 答者 の割 合 を

示 す。
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7. まとめ

 機械翻訳に関するアンケー トを実施 した。本年は新 しい設問項目により、 ド記のような新 しい知見を得ること

ができた。

 ● 携帯翻訳サー ビス

   v  ・般的なサー ビスになりつつある

   ン 人出力はテキス ト中心だが、IIYiも ある程度使われている

   y 利川者の約半数が、役に、`!:った/今 後 も利用 したいと回答

 ● 翻訳メモ リ

   ン 利川者の76%は 役に立つか ら自発的に使っている

   ン 70%の 人がMTを 併用 している

 ●  PC向 け機械翻訳サー ビス

   y 78%の 人が無料翻訳サイ トを現在最もよく利用する自動翻訳と回答

   y 翻訳精度に満足 ・どちらかといえば満足な人は20-25%

 今後も機械翻訳に関する技術の利用状況やニーズに係 る調査を続け、機械翻訳に関する技術をより役 ・ンニつもの

とするために参考となる情報を提供 していきたい。

                                              一以上一

38



CommitteeReort

                Common Format for User Dictionary UTX
                     (Universal Terminology eXchange)

WG3, MT Research Committee

"Translation software is useless"Are you sure?

Advantages of UTX

・ Significantly improve the translation accuracy

・ Accumulate, share, and reuse translation assets

・ Cut the time and cost to check up terminology

Introduction

UTX(universal terminology eXchange)is a common format for user dictionaries established by

the AAMT(Asia-Pacific Association for Machine Translation). It is an open specification, and the

AAMT is working towards its standardization. The AAMT is an organization consisting of

researchers, developers, manufacturers, and users of machine translation(MT). MT is the core

technology of translation software.

Characteristics

UTX greatly improves the accuracy of translation software by sharing the knowledge of

terminology in a bilingual format. The goal of UTX is to create a simple, easy to make, easy to use

dictionary from a user's viewpoint, not a developer's.

Different manufactures'translation software can use the same UTX dictionary. Also, a UTX

dictionary is human-readable, and it can be used as a glossary which does not involve translation

software at all.

Why UTX?

With UTX, a user can easily share and reuse user dictionaries of translation software. When

translation software fails to translate correctly, the problem is often that it doesn't have sufficient

translation knowledge of certain words and phrases that should be translated. UTX can greatly

improve the accuracy of translation software by supplementing translation knowledge as user

dictionaries.

Until now, even if a user of translation software makes the effort to prepare user dictionaries,

the knowledge is fragmented and dispersed, and thus not effective. Also, even a simple plain text

file is difficult to share or to reuse, if its format is not standardized as a dictionary. However, if a

single standard like UTX is adopted, dictionaries can be widely shared among various tools, such
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as translation software from different manufactures, and they can also be reused quickly.

Translation

software A
一__

Sh・撫 嚢 ・・f

叢 二 鋤

 Sharing across different
machine translation systems

 Translation

 software B
、 一 」._    -h_     「_ .._..一

Translation

software C

Types

 There are two types of UTX:

UTX-Simple...Asimple tab-delimited format.

UTX-XML...AXML format which can contain many data(specification under development).

Who uses UTX?

 UTX is specifically designed to be used by end users of translation software, or translators. It

does not require any advanced technical knowledge of linguistics, grammars, or machine

translation software etc. to create or use it. It can be made only from minimum data such as basic

parts of speech(noun, verb, etc.), and the plural form, if the entry is a noun.

In which domains?

UTX can be used in any domain, if it is specialized to a certain extent, such as ICT, medicine,

law, engineering translation etc. It may not be suitable for translation of nonspecialized, general

contents.

What kind of words should we include?

Basically, a UTX dictionary should contain only technical terms of a specific domain. In most

cases, entries are nouns, especially compound nouns. For example, a word like"XML declaration"

can be correctly translated into its Japanese equivalent,"XML宣 言"by just registering it in a

user dictionary. Basic vocabulary like"window"should not be included, because such words are

already contained in the system dictionaries of translation software. Translation accuracy can be

improved by collecting, sharing, and reusing the data of fine-tuned bilingual translations which

are not included in translation software out-of-box.

 Sentences should not be included, except when it is appropriate to treat them as a kind of

"words
."As a rule, UTX should be separated from translation memory, which is a bilingual

database of sentences, rather than words.

Is it multilingual?

 Yes. The character code of UTX is Unicode(UTF-8)and all the languages that can be handled by

UTF-8 are accepted. However, a UTX-Simple dictionary includes only entries of the single source
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language A, and their translations in the single target language B. The dictionary from B to A

comprises another dictionary.

How do we make UTX?

UTX-Simple dictionaries can be easily created and edited with any text editor or spread sheet

application. With a conversion tool, a UTX-Simple format dictionary can be converted into some

proprietary formats for translation software.

URL for the conversion tool

http:〃www.aamt.info/Japanese/utx/

Atool is also under development to convert various formats to UTX format.

To open source developers and translators-Why not release your glossary in UTX format, and

share it with others?

 By releasing and sharing glossaries, you can localize your software more quickly, and allow users

to access it from all over the world.

UTX mailing list

Anyone can participate in the discussions on UTX through a mailing list.

Please search the Web with the keywords"UTX mailing list."

Reference materials

Okura Seiji et al.(2008)"lntroduction to UTX, a specification for a shared user dictionary"13th

    Annual Meeting of Association for Natural Language Processing

Francis Bond et al.(2009)"Sharing User Dictionaries across Multiple Systems with UTX-S"in Second

    International Workshop on Intercultural Collaboration(IWIC2009), Stanford

Example

 (based on UTX-Simple 1.0)

#UTX-S 1.0;en-US/ja-JP;
'2008-03-15T10:00:00Z+09;00;copyright:Francis

,Bond(2008);license CC-by 3.0

#src

new

fast

prosody

save

tgt

新規 の

高速 な

韻律

保存する

 rdpos

adj

adj

noun

verb

srcplural

prosodies

#denotes a comment line.
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 一1st line(comment line)Basic information on the dictionary. Each item is divided by a

semicolon and a space."UTX-S"means UTX-Simple.

# UTX-S <version number>; <source language>/<target language>;  <last update

timestamp>; copyrights <Copyright holder>; license  <License>; <Additional data>

(optional)

 2nd line(comment line)The names of properties. Each item is tab-delimited.

In the above example

#<Source word><Target word><Part of speech of the source word><Plural form of the source

word>

The 3rd and subsequent lines contain actual entries. Each item is tab-delimited.

The character-encoding method is UTF-8(with no BOM).

Tips for making a UTX dictionary(glossary)

-Define the domain of the dictionary clearly.

 Only use upper case for proper nouns.
-The basic form of word should be entered(singular form for a noun , root form for a verb-as you

would see in a commercial dictionary).

-Any comments should be noted separately in the comment field, not as a part of the entry.

-Choose only the single, most appropriate translation corresponding to a source word. If it has

multiple DISTINCTLY different meanings, they can be treated as separate entries.

Disclaimer

The AAMT and its members offer the specifications of UTX, UTX-Simple, and UTX-XML

(henceforth, UTX specifications)"AS IS,"and give no guarantee on anything related to UTX, and

have no responsibility to any results from the use of UTX dictionaries. The authors of the various

tools related to UTX do not give assurance on the accuracy of the conversion. Please use UTX

specifications at your own responsibility.

Although the AAMT has not abandoned the copyright of UTX specifications, UTX specifications

are made public, and anyone can use them. The author of a dictionary can specify the licenses of

the dictionary with or without a commercial activity. However, a user may need to check the origin

of data individually about the legitimacy of the copyright of the data used in a dictionary. The

AAMT and its memhers do not check or guarantee the legitimacy of the copyright of dictionaries

created by individual users except for the dictionaries created by the AAMT.

Auser can use a dictionary created based on UTX specifications according to the license of the

dictionary. Since the licenses of the distributed dictionaries differ, please confirm the license and

terms indicated in the UTX file header.
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卜AMT会 員のひろぱ

 AAMT会 員 の 新 た な 交 流 の場 をAAMT Journal誌 面 上 で 提 供 す るべ く ス ター トい た しま した 「AAMT会 員 の

ひ ろ ば 」、会 員の 皆 さ まの ご助 力 を い た だ き ま して 、第 nのNo.41の ス ター トか ら第 六 回 を迎 え る こ とが で き ま

した、,今ljで は 、 個 人 会 員5名 の 皆 さ まか らの ご寄 稿 をい た だ い て お ります 。

 国 内 外 で 、 学 生 、研 究 者 、学 識 経 験 者 な ど様 々 な 分 野 で ご活躍 され て い る 方 々か ら、 か つ て のAAMT事 務 局 、

AAMT Journalの 懐 か しい エ ピ ソー ド、機 械 翻 訳研 究 へ の 提 言、 AAMTの 活 動 へ の ご要 望 な ど、 貴 重な ご意 見 を

お 寄 せ い た だ き ま した。

 AAMT Journalで は今 後 も引 き続 き 、 会 員 の 皆 さ まか らの ご寄稿 を 心 よ りお 待 ち して お ります。

 ご寄 稿 ・お 問 い 合 わ せ はAAMT事 務 局(E-mail;AAMT-info@AAMT. info)ま で 宜 しくお願 い い た します 。

個人会 員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

1(_Fみ ど り(School ofApPlied Language and Intercultural Studies

      Dublin City University)/TATSUMI Midori

自 己紹 介

 わ た しは現 在 、 ア イ ル ラ ン ドの ダブ リンに あ るDublin City University(DCU)と い う大 学 の 博i:課 程 に 在 籍

し、機 械 翻 訳 に関 す る研 究 を行 って い る学 生 で す 。

 翻 訳 との最 初 の か か わ りは 、 途L国 支援 団 体 の ボ ラ ン テ ィア 翻 訳 で した 。 そ の後 並行 して 、 米 国 に本 社 を 置 く

ソフ トウ ・Lア開 発 会 社 で5年 間 、 さ らに フ リー ラ ンス と して10年 間 、i{にIT関 連 文 書 を翻 訳 して い ま した。 さ

す が に 「紙 とペ ン」 とい う時 代 は経 験 して い ませ ん が 、最 初 に翻 訳 を始 め た 頃 は ま だパ ソ コン が 普 及 して お らず 、

ワー プ ロ 曽:川機 を使 っ て い ま した 。 ソフ トウェ ア 開 発 会社 で コ ン ピ ュー タ を使 い 始 め 、 モ デ ム通 信 か らイ ン ター

ネ ッ トに な り、フ リー に な っ て か らは翻 訳 メ モ リ ソフ トも導入 し、翻 訳 環 境 がWebに 移 行 され た り機 械 翻 訳 が 普

及 し始 め た り と、 翻 訳 との か か わ りの 中 で さ ま ざま な テ ク ノ ロ ジの 進 歩 を 目の 当た りに して き ま した、,

 そ ん な 頃 、 大 学 で 翻 訳 を勉 強 し直 して み た くな り、 英 国Imperial College Londonで 、 MSc in Scienti丘c,

Technical&Medical Translation with Translation Technologyと い う修 士:号を取 得 しま した。当 時 は こん な 学 位

が こ の 世 に存 在す る とは思 い も しませ ん で したが 、技 術 ・産 業 翻 訳 や 翻 訳 技 術 に 関す る 教 育 や 研 究 は ヨー ロ ッパ

の 大学 で は 結 構 盛 ん に 行 わ れ て い る こ とが わ か りま した。 そ の 後 、DCUと セ キ ュ リテ ィお よ び デ ー タア ー カ イ ブ

ソフ トを開 発 ・販 売 す るSymantec Corporationに よ る産 学 協 同研 究 プ ロジ ェ ク トに参 加 す る機 会 を 得 、機 械 翻

訳 の 利 川 者側 か ら、機 械 翻 訳 技 術 を よ り有 効 に 活 用 す る方 法 に つ い て の 研 究 を行 って い ます 。

 わ た しのテ ー マ は 、機 械 翻 訳 の 人 手に よ る ポ ス トエ デ ィ ッ ト(後 編 集)で す 。 原 文 の 特 徴 と訳 文の エ ラ ー の 関

連 性 な どに基 づ き 、 どの よ うな ポ ス トエ デ ィテ ィン グ が 必 要 とな るの か 、 どの よ うな 要 素 が 困 難 や 負 担 の原 因 と

な っ て い るの か な どを 分析 して い ます。 機 械 翻 訳 の導 人 率 が ヒが るに つ れ 、今 後 ポ ス トエ デ ィ タ は 重 要 な 役割 を

44



担 う職 業に な る で し ょ う。 翻 訳 の 現 場 で 、 人 とテ ク ノ ロ ジが よ りよ い形 で 役割 を 分 担 す る に は ど うす れ ば よ い の

か。 機 械 翻 訳 ワー ク フ ロ ー の 改 淳、 翻 訳 自動 修iC技 術 の 向 ヒ、 ポ ス トエ デ ィテ ィ ン グの た めの ガ イ ドラ イ ンや ト

レー ニ ン グの 開 発 な ど、課 題 は た く さん あ る と思 い ま す 。 何 らか の 形 で翻 訳 者や 翻 訳 技 術 の 利 川 者 の役 に ・【ノ1つよ

うな研 究成 果 を あ げ られ れ ば と考 え て い ます。

AAMTへ の ご要 望

研 究 者 とい う立 場 で 翻 訳 に 関 わ り始 めた のが っ い最 近 で あ り、 また ア イ ル ラ ン ドに在 住 してい るた め、 口本 の研

究 事情 、 業 界事 情 に 関す る情 報 が 入 下 しに くい と感 じて い ます 。AAMTに 参力flさせ て い た だ い た の は そ の点 を 克

服 す る た め で もあ ります 。 今 年 の91Jに はOttawaで のMT Summit XIIで ポ ス ター を 発 表す る機 会 が あ り、最

新 の状 況 を 知 る と と も に 、 日本 か らの研 究 者 の 方 々 と もお 知 り合 い に な る こ とが で き た の で す が 、 な か な か そ の

よ うな機 会 は まれ です 。 遠 方 か らで も、AAMTの サ イ トを 介 して よ り幅 広 い情 報 交換 や 交 流 の機 会 が あれ ば 、 と

思 い ます 。

また 、産 業翻 訳 、技 術 翻 訳 な ど、マ ー ケ ッ ト規 模 の 大 き な 業界 で は機 械 翻 訳 を取 り人れ よ う とす る動 きが 強.セっ

て い る よ うに 思 わ れ ます 。 しか し、 業界 内 で そ の 動 向 を 調 査 して 発 表 す る よ うな 仕 組 み が あ ま りな く、 あ って も

公 開 され る こ とが あ ま りな く、情 報 が 不 足 して い る の で は な い で しょ うか、,AAMTで 、ぜ ひ機 械 翻 訳 を取 り巻 く状

況 全体 に関 す る 調査 の イ ニ シ ア テ ィブ を とっ て い た だ け な い で し ょ うか..u,

会 員名 ・所 属

田中 孝/TANAKA Takashi

言 語 の 壁 を越 え て

 銃 を 持 った 若 い米 兵 の 前 を 通 っ て家 に 入 る と、 二 人 の 兵 士 が靴 を脱 い で座 敷 にLが り込 み 、 銃 を傍 ら に置 いて

日本 人 と飲 食歓 談 して い た。 近 所 の 大 学 生 が 、 近 く の 飛 行場 に 進駐 して きた 米兵 と親 しくな り、 自宅 に 招 い た の

だ。 私 も 二度 程 父 に 連 れ られ て行 っ た。 話 の 内 容 は 勿論 判 らず 、 話 の 仲 間 に 入れ な い も どか しさは あ った が 、楽

しい雰 囲気 だ っ た 。 ほん の数 ヶ月 前 まで 鬼 畜 米 英 と叫 ん で 戦 っ て い た1中とは 到 底 思 え な い,,こ れ が 最 初 に 出1・っ

た 英語 の壁 で あ り、 そ の 高 い壁 を た だ%Lヒ げ る だ け で あ った。

 中学 に入 り英 語 を学 ぶ 。 面 白 くて そ れ な りに進 歩 はす る が 、 な か な か 体 得 で き な い、,高校 、 大学 と学 習 年 月lL

どん どん増 す が 、 満 足 で き る レベ ル に は 到 達 しな い。 も どか し さ と能 力 の 無 さ を感 じな が ら、 高 い 壁 をJLト げ て

よ ち よ ち と登 っ て い た。

 高校 や 大 学 で は フ ラ ン ス語 と ドイ ツ 語 を学 習 した が 、 英 語 よ りさ らに 低 い レベ ル で い た 。 漢 文 を習 テ,こ れ は

日本語 で あ る と思 うが 、 中 国語 と して 理 解 で きれ ば もっ と興 味 が 増 す の では な い か と 考え る。 世 界 中に は この 他

に も沢u」の 言語 が あ る。 それ ぞれ の 、㌃語 を話 す 人達 や 文 化 に 直 接 接 した い 欲 望 が 強 ま る。 私 の 前に は 無 数 の,㌃語

の壁 が響 え て い た。

 現状 で は 英 語 が 国 際 語 の役 割 を 担 って い る。 した が っ て 、 英 語 は ぜ ひ と もマ ス ター す べ きで あ る と思 う、、 しか

し、 す べ て 英 語 で 、 とい うの は納 得 で きな い、,中国 人 と英 語 で 会 話 す る 、韓 国 の 文献 を英 語 で 読む 、等 々 、Ill∫か

受 け 入 れ 難 い 。 とは言 え 沢 山 の 、亨語 を予ぐ得 す る能 力 は 無 い し、 時 間 も無 い、,そん な 折 、 エ スペ ラ ン トの 存 在 を 知

っ た。 言語 の 壁 を無 くそ う と、 い くっ か の 国際 語や 世 界 語 が 考 え出 され て い る が 、 エ スペ ラ ン トが 最 も実 川 に近

45



い よ うに思 え 、学 習 した 、,世界 中 の人 が母 国語 の他 にエ スペ ラ ン トを習 得 す れ ば 、言語 の壁 を越 え て 交 流 で き る。

 エ スペ ラ ン トで 文通 を した 。ア ジア 、ア フ リカ 、中 南 米 、欧州 大 陸 な ど、英語 圏外 の 人 々 と楽 しく付 き合 えた 。

米 国 人や 英 国 人 と もエ スペ ラ ン トで 文 通 した。 英 語 で の 文 通 経 験 は 無 い が 、英 語 よ りも 平等 な気 持 ち で 交 流 出 来

た と思 う。 習 い始 めて 数 年 後 、 大 阪 で エ スペ ラ ン ト世 界 大 会 が 開 催 され 、 大 勢 の エ スベ ラ ンテ ィス ト(エ スペ ラ

ン トを 話 す 人)が 世界 中 か ら集 ま っ た。 エ スペ ラ ン トで 狂 言 を演 ず る こ とに な り、 私 は 太 郎 冠 者 をや っ た。 猛 練

習 の 甲 斐 あ っ て 、 狂 、言の 面 白 さが 全 員 に通 じ、皆 大 声 で 笑 っ て くれ た,,一 一方通 行 な が ら、 沢 山 の言 語 の壁 を 同 時

に越 え た こ と を実 感 した、、 しか し会 話 とな る と まだ まだ 難 しい 。 自然ri語 に比 べ て 文 法 の 規 則 性 が強 く学 習 しや

す い が 、 一つ の 言語 に は 違 い な く 、納 得 の い く レベ ル へ の 到 達 に は 苦労 す る。 人 造 語 と は 言 え ヨー ロ ッパ の 言語

を 基 に 造 られ て い るの で 、 口本 人 に は欧 米 人 以 ヒの 努 力 が 必 要で あ る。 それ で も この 大 会 で 、言 語 の壁 を 越 えて

の 交 流 の 楽 しみ を 味 わ え た。

 !iそ の 頃 、機 械 翻 訳 の研 究 が 盛 ん に な っ て 、 そ の成 果 を新 聞 な どで 見 か け る よ うに な った 。 コ ン ピュ ー タや 人

L知 能 の 研 究 の 進 展 と、 米 ソ間 の冷 戦 に よ る 技 術 情 報 の 翻 訳 需 要 の増 大 が 、機 械 翻 訳 の 研 究 を加 速 して い た よ う

に思 う。 私 は 多 少 仕 事に 関 連 が あ っ た た め 、 興味 を もっ て機 械 翻 訳 の進 展 を 見守 っ て い た。 「これ が 完 成 す れ ば 母

語 の み で 世 界 中の 人 達 と付 き合 え る」 「世 界 中の 苔物 を母 語 で 読 め る」 「外 国語 を 学 ば な くて も言語 の壁 を 越 え ら

れ る 」 と大 きな 期 待 を 抱 い た 。 エ スペ ラ ン トと機 械 翻 訳 の ど ち らが 勝 つ か 、 エ ス ベ ラ ンテ ィ ス トと議 論 した こ と

もあ っ た。

 企 業を 定年 退職 後 、AAMT事 務 局 の 仕 事を紹 介 され た。 機 械 翻 訳 に は ず っ と関 心 を持 ち続 けて い た の で 、 うれ

しか っ た。 人 類 に と って 非 常 に 重要 な機 械 翻 訳 の 発 展 に 少 しで もお 役 に 、ンニてれ ば と思 った 。 ま た 、機 械 翻 訳 関 連

分野 にお け る ・流 の 方 々 とのお 付 き合 い も 大変 魅 力で あ った 。

 最 初 の 仕 事は 、 小 舟 町 か ら芝 公 園 へ の 事務 所 の 引越 で あ った 。 小 舟 町 で は仕 事 を して ない の で 断 定 は で きな い

が 、 芝 公 園 の 事 務 所 は 狭 くは な った が 隣 に 大 き な きれ い な 会 議 室 が あ り、 ま た機 械 振 興 会 館 が す ぐ近 くで 、 会 議

や 打 合せ に は便 利 に な った よ うに思 う。 同会 館 へ お 越 しの 折 に 立 ち寄 っ て ドさ る会 員 の 方 も多 か っ た。

 当 初 は 京 大 教授 の 長 尾 真 先生 が 会 長 で あ っ た。 先 生 との 連 絡 は 機 械 振 興 会 館 等 へ お越 しの 折 を利 用 した が 、 多

くは 郵便 や 電 話 で あ っ た。 後 半 は東 工大 教 授 の 田 中穂 積 先 生 が 会 長 で あ っ た。 先 生 の研 究 室 は大 岡 山 に あ っ た の

で 、 私 が 通勤 途 中 に 時 々 ・1五ち寄 った 。 先 日田 中 先 生 の ご逝 去 の 報 に接 し、 大変 驚 い た。 東L大 を 定年 退 職 され た

とは い え お 元 気 で ご活 躍 と聞 い てい たの に 、非 常 に残 念 な こ とで あ る。 心 か ら ご冥 福 を お 祈 りす る次 第 で あ る。

横 道 に逸 れ る が 、 あ の 世に はi吾 の 壁 は あ る の だ ろ うか。 霊 は,亨語 を 介 さず に通 じ合 え る よ うに思 うの だ が。 そ

れ と も宗 教 間 の壁 が あ るの だ ろ うか 。 あ のlil:では 、少 な く と も天 国 で は、 壁 が な い か 、 あ るい は 壁 を越 え て 通 じ

合 え る 手段 が あ る と信 じた い,,

 機 関誌AAMT Journalの 発 行 に は カ を 入れ た。'⊥1時は イ ン ター ネ ッ トが ま だ整 備 され て お らず 、機 関誌 が 会 員

との接 触 手段 と して 大 変 重 要な もの で あ っ た か らで あ る。 事 務 局 と して、 会 員 へ の情 報 伝 達 が 遅 れ な い よ う、 発

行 期 限 は厳 守 した 。 ま た 、表 紙 の 色 で 号数 が 判 る よ うに した。 この 雑 誌 は40ペ ー ジ程 度 の 薄 い もの な の で 背 表 紙

に 文字 が 書 け ない 。そ れ で 、電 陪 「1品な どに使 われ て い た カ ラー コー ドを使 っ て号 数 が判 る よ うに した。1は 茶 色 、

2は 赤 、等 々。 重 ね て あ っ て も色 で号 数 が 判 り、す ぐ取 り出 せ る,、

 協 会 は 当時 財 政 的 に 呂:しか っ た。 会 員 増 に よ る収 入 増 は 絶 え ず 検 討 され たが 、利 益 の 得 られ る事 業 へ の 目途 が

なか なか 立た な い状 況 ドで は 、 む しろ会 員 の 減 少 を止 め る の に 苦 労 した 。 会 長 や 運 営 委 員 の 皆 様 方 等 の ご尽 力 で
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持 ち堪 えて い た と思 う。 また 、 預 金 金 利 の 急激 な 引 き下 げが あ り、利 子収 入 が 激 減 した。 そ の 結 果 、 支出 の 削 減

に頭 を 悩 ま せ た の も今 や 懐 か しい 思 い 出 で あ る.

 AAMTの 会 則 に は 、 AAMTの 使 用 言 語 は 「]本語 と英 語 と決 め られ て い る。 しか し、実 際 には ほ とん ど[1本 語 だ

け で あ っ た。 ま た 、AAMTの 守 備 範 囲か らみ る と英語 は範 囲 外 と 言え るが 、 国 際 語 と して の 役ilを 持 っ て い る現

実 か らみ て使 用 言語 と認 め ざ るを 得 まい 。 しか し、AAMTの 守備 範 囲 に は 多 種 多 様 の 、一亨語 が あ る。 これ らが 使 川

言語 に な っ て な い の はお か しい 気 が した 。 機 械 翻 訳 の 現 状 か らみ て 止 む を 得 まい が 、 不 完 全 で もよ い か ら、機 械

翻 訳 を使 っ て い ず れ の 言 語 も使 用 言 語 とな る よ う願 っ て い た 。 そ うで な い と機 械 翻 訳 の 曽:門の 協会 と して はお 尻

が 落 ち着 か な か った 。 開 発 途 上に あ る の だ か ら不完 全 で も よい か ら、 機 械 翻 訳 を用 い て 多1㌃語 での 会 議 や 機 関 誌

の発 行 が 出来 な い か 、 と 日々願 っ て い た。

 かつ て電 気 試 験 所 の電r部 長 を してお られ た 和 田 弘 氏 の お 名 前 を聞 い た。 和 田氏 に は 昭 和30年 代 後 半 に 、或 る

委員 会や 研 究 会 で お 世話 に な っ た。 当 時 日本 の 電 気 ・電 子 技 術 の 向Lの た め に尽 力 され て い た が 、機 械 翻 訳 で も

活 躍 され て い た こ とはAAMTの 仕 事 を して は じめ て 知 った 。調 べ て み る と、 当時 氏 が 発 表 され た 論 文 も見付 か 〆)

た。 ま こ とに懐 か しい 出来 事 で あ っ た。

 AAMT事 務 局 を 辞 した 後 、 特 許 調 査 の 仕 事 を した 。 この 時 、 機 械 翻 訳 を特 許翻 訳 に使 え な い か少 々検 討 した,,

技 術 分 野 で あ りか つ 特 定 分 野 で あ る の で 特 許 翻 訳 専用 の 翻 訳機 もい くつ か 開 発 され て い た 。 い ず れ の 装 置で も、

うま く訳 せ る 場 合 も、 そ うで ない 場 合 もあ る。 口的 言語 の判 る人 で あ れ ば 間 違 い は 見抜 け るが 、 そ うで な い 人 に

は理 解 で き な い 訳 文 とか 誤 解 を招 く訳 文 に な る。 そ の た め 、 翻 訳 の 補 助 と して は使 え る が 、 翻 訳 機 と して は まだ

信 頼 して使 え る 状 態 で は な い と判 断 した。 そ の 後 大 分 年 月 が経 っ た の で 、 い ま で は か な り レベ ル がLが った もの

と思 う。

 AAMTに は 、研 究 者 か ら利 用者 まで 各 分 野 の 専門 家 、 しか も各 分野 の第 一人者 が お られ る、,これ は 、 AAMTの

大 き な財 産 で あ る。 通 常 、 研 究 者 の研 究 結 果 に 基 づ き製 造 者 が 製 品 を 開 発 製 造 し、 これ を ユ ー ザ ー が 利 川 す る,,

こ の逆 な流 れ は な か な か得 難 い。

 AAMTで は これ が 出 来 る。 ユ ー ザ ー か ら出 た 使 用 上 の問 題 点 を製 造 者 に伝 えて 改 良す る.製 造 者 での 問 題 点 は

研 究 者 に伝 え られ て解 決 す る。AAMTは これ が 出 来 る と思 う。 AAMTの 大 き な 強 み だ と思 うVい ろ い ろ 困難 が あ

ろ うか と思 うが 、 こ の強 み を生 か して機 械 翻 訳 の レベ ル を 引 き 一ヒげ て ほ しい。

 機 械 翻 訳 が 完 成 し世 界 中 の言 語 の壁 が 自由 に越 え られ る よ うに なれ ば 、人 類 は また 神 の 怒 りをか うの だ ろ うか,,

人 間 はバ ベ ル の 塔 を 建 て て 神 の怒 りを か い 、 相 互 に通 じな い 多 数 の 、㌃語 を持 つ よ うに な っ た 。 そ の 結 果 人類 は 各

地 に それ ぞれ 固 有 の 多彩 な文 化 を 作 り上 げ た 。 神 の 目的 は こ こに あ っ た の で は な い か と思 う。 しか し 方 、 人類

は互 い に争 い 戦 い 合 うよ うに な っ た。 言語 の 壁 は争 い の 大 き な原 因 で あ る こ と は否 定 で き な い 。 これ は 神 の 意 志

だ ろ うか。 いや 、 これ は神 の予 想 外 の結 果 な の で は な い か 。

神 は か わ い いrを 苦 しめ は しな い と信 じよ う。 人類 が努 力 して 争 い の 種 に な る 言 語 の壁 を 乗 り越 え る ア段 を 開 発

す る こ とを 、神 は 喜 ば な い こ とは な い。 関係 者 の な お 一 層 の 努 力 と、機 械 翻 訳 の 発 展 を祈 る,,

 十 分 に調 べ もせ ず 、思 い付 くま まに 書 い た た め 、 ま と ま りの 悪 い 読 み に くい 文 章 に

な っ た。 ま た 、誤 りが あ る か も知 れ な い。 ご容赦 を願 う。
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会 員 名 ・所 属

長 瀬 久 明(兵 庫 教 育 大学)/NAGASE Hisaaki

機 械 翻 訳 後 の未 習 得 外 国語 文 の 評 価 ツー ルの 提 案

 ター ゲ ッ ト、「語 を全 く知 らな い 人 が機 械 翻 訳 ソフ トを用 い て 誤 訳 の な い 情 報 を発 信 で き る ツ ー ル は 出来 な い だ

ろ うか。 これ は機 械 翻 訳 門外 漢 の筆 者 が 昨 年 か ら抱 い て い る期 待 で あ る。 この こ とに つ い て(無 知 を顧 み ず)述

べ て み た い、、II.体的 に は 、 「原 文の 意 味 か ら程遠 い 誤 訳 は 無 い こ とを確 認 で き る」 ツ ー ル で あ る。 この よ うな ツ ー

ル に つ い て 、 専門 家 の 方 は答 を お持 ちで 、 私 が 知 ら な い だ け と した ら、 そ れ は 「い ま既 に イ ン ター ネ ッ ト上 に あ

り誰 で も無 料 で 利 川 可能 で す。」 か ら 「あ りませ ん。」 まで の 間 の ど こに位 置 して い るの だ ろ う。

 何 を した い の か を 白状 してお こ う。 筆 者 が 勤 務 す る 兵庫 教 育 大 学 は 小 さ な国 立大 学 法 人 、 単科 大 学 で あ る。 と

こ ろが 、,'く こ とに(研 究 生 も含 め て の 話 だ が)、 学 生 の 約1割 が 留 学 生 で あ る。 つ ま り 「よ り優 秀 な 留 学 生 を集

め る」こ とは 重要 「1顧で あ る。加 えて 、中 国 と韓 国 か らの留 学 生 が 大'トを 占 め て い る。 この こ とか ら、本 学 のWeb

ペ ー ジが 中国 語や 韓 国,亨1季に機 械 翻 訳 され た とき 、11本 語 を 知 らな い 中国 人 や 韓 国 人 に 理 解 して ほ しい 、 とい うの

が 本 音 で あ る。す べ て のWebペ ー ジの 中 文版 とハ ン グル 版 を 作 って も済 む の だ が 、 個 人 的 に機 械 翻 訳 に 活 躍 して

ほ しい 。 また 、 日本 語 で 発 信 で きれ ば 内 容 に 責任 が 持 て る。

 しか し、 これ はu,=.めな い 話 な の か も しれ な い、,Webペ ー ジを 作 る教 職 員は 、 タ ー ゲ ッ ト言語(中 国 語 、韓 国語)

を 全 く知 らな い.閲 覧 者に な るの は 容 易 だ が 、 発信 者 に な れ るだ ろ うか。 黒 田 らは 、機 械 翻 訳 の利 用 者 の 英 語 に

関す る知 識 レベ ル を3段 階(H、M、 L)に 分 け 、機 械 翻 訳 シ ス テ ム に 対 して 「これ らの 異 な る タイ プ の 利 用 者 は

確 実 に異 な る タ イ プの 要求 を持 って い る。」と述 べ て い る[黒 田 ・加 藤,2009]。 しか し、英 語以 外 、例 え ば 中国 語 、

韓 国 語 な どで は ど うだ ろ う。 多 くの 人 は 「知 識 な し」 の レベ ル(L以 ド)、 言わ ば第4の タイ プ で あ り、黒 田 らの

利 川 者 の な か に 人 っ て い な い の か も 知れ な い。 で は 、 この タイ プ の 人 が機 械 翻 訳 シ ステ ム を用 い て 発 信 、 情 報 を

伝 達 す る こ とは不 可能 なの だ ろ うか 。

 現 在 の シ ステ ム に 次 の機 能 を もつ ツー ル を 追加 すれ ば 可能 で は な い か と筆 者 は推 測 してい る。 それ は 「日本 語

原 文の意 味 か ら程 遠 い 誤 訳 は 無 い こ と が確 認 で き る 」機 能 で あ る。 こ の機 能 さえ あ れ ば 私 は使 っ て み た い 。 も っ

と具体 的 に 言 う と、次 の2つ の機 能 が ほ しい,,

(1)ijf_語につ い て の機 能:あ る 日本 語 に 複 数 の 翻 訳 候 補 が 見 つ か っ た と き 、 各候 補 の 対訳(逆 翻 訳 され た 日本 語)

 を 見 て選 択 で き る機 能 、

(2)翻 訳後 の 各 文節 に つ い て の機 能:翻 訳 後 の 中 文(あ るい は ハ ン グル)の 各 文節 を逆 翻 訳 した 日本 語 と、 な らび

 に 、 文節 闘 の 関係 住 語 述 語 、 な ど)を 見 る こ とが で き る機 能。 これ が あ れ ば 、 口本 語 原 文 の どこが どこ に

  住 語 に 、述 語 に 、 目的 語 に 、 な ど と)翻 訳 され た の か が分 か る。

 Lの2つ の機 能 が あれ ば 、ふ つ うの 日本 語Webペ ー ジ に加 え 、 q」文に機 械 翻 訳 して 読 む 人 向 けの 口本 語Webペ

ー ジや
、ハ ン グル に機 械 翻 訳 して 読 む 人向 け の 口本 語Webペ ー ジが で き る と期 待 され る(実 際 に使 っ てみ な けれ

ば確 認 は で き ない が),,こ の 考え に 至 っ た 元 は 次 の2つ の 実験 で あ る。
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実験 で:折返 し翻訳

 折返 し翻訳は、ハングルを例に採れば、

      [原文(日 本語)1→ 口韓翻訳→1訳文(ハ ングル)ト 韓 日翻訳一→1折返 し翻訳文(llfi語)1

と翻 訳 し、折 返 し翻 訳 文 の 意 味 が 原 文 と 致 す る ま で 、原 文(日 本 語)の 意 味 を保 ち な が ら、 字 面 だ け を別 の 表

現 に変 更す る、,利用 者 が 翻 訳 シ ス テ ム に 適 応 す る この 方 法 を宮 部 らは 翻 訳 リペ ア と呼 ん で い る[宮 部 、.'r17、 重

信,2007]。 と こ ろ が 、 こ の 方 法 は 訳 文(ハ ン グル)が 誤 訳 され て い て も分 か らな い とい う欠点 が あ る,,し た が 一)

て 、 この 欠 点 を 当 事者 間 で 補 うこ とが 出 来 る場 合 に限 り、 この 方法 は 適 川 で き る。 す な わ ち 、 大学 のWebペ ー ジ

の よ うな 発信 に川 い る こ とは 躊 躇(た め ら)わ れ る。 と は い え 、 訳 文が ハ ン グル の 場 合 、 翻 訳 精 度 は 高 し・、,した

が って 、 残 る課 題 は 、 誤 訳 が 無 い こ とが 『確 認 で き る』 こ とだ け と思 われ る。

実 験21中 国 人 留 学 生 と 日本 人 学 生 との 共 同 作 業

 材 料 は 本 学 のWebペ ー ジか ら、あ ち こ ちの 段 落 を ピ ックア ソプ した 、,1段 落(G-1本 語100～200 X"i)に90分

を か け た。 留 学 生 へ の 「丸 投 げ 」で は な く、 まず 日本 語 原 文 をn中 翻 訳 し、留 学 生 が 中 文の 誤 訳 箇 所 を指 描 した、,

次 に 日本 人 学 生 が 原 文の 対応 箇 所 を 修IEし た(1文 を2文 に 分 け た こ と もあ り、留 学 生 が提 案す る こ と もあ っ たΣ、

この修 正 作 業 を 数 回 、繰 り返す と、90分 が 費 や され る。い くつ か の段 落 に つ い て 、この よ うな 共 同 作 業を 行 っ た、,

修 正 作 業 ぴ)開始 時 、 す な わ ち最 初 の 日本 語 原 文は ほ とん ど、 留 学 生 に 全 く理 解 で きな い 中 文に 翻訳 され た,、しか

し、修iil作 業 の終f時 、す な わ ち最 終 の 日本 語原 文か らは ほ とん ど、 「文法 の 誤 訳 は 無 い 。 川 語 は 所 々 不 自然 だ が

通 じる レベ ル。」 と留 学 生 が 評 価 す る 中 文 が得 られ た。

これ ら2つ の 実 験 か ら次 の こ とが 考 え られ る、,すな わ ち 、実 験2に お い て 留 学 生 が 「誤 訳 箇所 を指 摘 」す る こ と

に よっ て 得 られ る情 報 は 、 前 述 の機 能(1),(2)に よ っ て得 られ る情 報で 間 に 合 うの で は な い か 、 また 、 前述 の機 能

(1),(2)は素 人 日に は ツー ル 化 で きそ うで あ る、,もしツ ー ル化 で きれ ば 、実験1で 残 っ た 課題(誤 訳 が 無 い こ とが確

認 で き る こ と)が ク リア で き た こ とに な ろ う、,する と、 留 学 生 を頼 ん で 共 同 作 業 しな くて も、現 在 の機 械 翻 訳 シ

ス テ ム と この ツー ル を併 用 した翻 訳 リペ ア に よ り、 誰 で も1人 で 、『○ ○ 語 に機 械 翻 訳 して 読 む 人llllけの 日 IIII

Webペ ー ジ』 を作 成 で き、機 械 翻 訳 の適 川 範 囲 が メ ー ル 等 だ け で な くWebペ ー ジ に広 が る。 言い換 え る と、 文法

の 誤 訳 は 無 く、用 語 は 所 々 不 白然 だ が 通 じる レベ ル の00語 に機 械 翻 訳 され る よ うな 日本 語Webヘ ー ジ を 誰 で も

作 る こ とが で き る。

以 上 、推 測 も含 む 粗野 な議 論 だ が 論 文で は な い の で お 許 し願 い た い 。 もっ と多 くの デ ー タ を蓄 積 して い くこ とは

必 要 で あ る。 そ の過 程 で うま く行 か な い 事例 が 得 られ れ ば 、 追 加 の機 能 を 考え る こ と に な る,,た だ し、仕 様 を満

た す プ ロ グ ラ ム が作 成 で き る レベ ル の コ ミュ ニ ケ ー シ ョンが 翻 訳 リペ ア に よ り 可能 で あ る こ とは実 証 され てお り

[宮部 、 占野 、 重信,2007]、 翻 訳 リペ ア と ツー ル の 併 用 に よ り、 この レベ ル を ド回 る こ とは ない だ ろ う、,玄た 、 タ

イ トル で は 「評 価 」 とい う厳 め しい 言葉 を使 った が 、 こ の意 味 は 、Webペ ー ジの 作 者 が 「これ で 通 じる だ ろ 洗,

ア ップ ロー ドしよ う。」 と判 断 で き る 、 とい う程度 の 意 味 で あ る。
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機 械 翻 訳 の 閉塞 性 一 出 ロか ら考 え る

機 械 翻 訳 と私

 昨 年 、AAMTに 参 加 させ て い た だ い た 新 米 で す が 、 『日本 語 で 英語 を 書 く』(東 洋 経 済 新 報 社 1984)と い う奇

妙 な タイ トル の 本 を 井 いた の は 、機 械 翻 訳 ソフ トの 商 品 化 第1NJ」 とな っ た ブ ラ ビス が ま だ開 発 中 の 頃 の こ とで し

た,,こ の 本 は 、機 械 翻 訳 ソフ トが 実 用化 され た時 の こ とを想 定 して 思 考 実験 した もの で す。

 も し機 械 翻 訳 ソフ トが 完 成 して 、 和 文 英 訳 の 粗 訳 原 稿 が 大 量 に コン ピュ ー タか ら ア ウ トプ ッ トされ る よ うに な

った 場 合 、 誰 が そ の 英 文粗 訳原 稿 を 読 み 、 訂 正 す る(ポ ス トエ デ ィテ ィン グ)を す るの だ ろ うか と考 え ま した 。

英 語 と 日本 語 の 両 方 に宋i樋 して い な けれ ば チ ェ ックは で き ませ ん が 、 そ の よ うな 能 力 を持 っ て い る人 は ご くわ ず

か で す、,コ ス トも 高い で し ょ う。 そ も そ もプ ロの 翻 訳 家 は、 コ ン ピュ ー タ が 出 した 間 違 い だ らけ の 英 文 原 稿 に 手

を入 れ る仕 事 を好 む は ず が あ りませ ん。 英 語 が わ か らな い 人 が 、 コン ピュ ー タ翻 訳 の英 文 の 手紙 を 、 そ の ま ま送

って し ま う とい う笑 い た くな る よ うな 悲劇 も起 き る に違 い あ り ませ ん。

 私 は 、 コ ン ピ ュー タ の ア ウ トプ ッ トが 最 終 原 稿 に な る よ うなモ デ ル で な けれ ば 、 い く ら機 械 翻 訳 の 精 度 が 向1_

して も、 問 題 は解 決 しな い と考 え ま した 。 そ れ に は 、 間 違 い を少 な くす るた め の プ リエ デ ィテ ィ ン グで は な く、

コ ン ピ ュー タが100%IEし く翻 訳 で き る よ うに 、 リラ イ テ ィ ン グが 必 要 だ と結 論 しま した。

コ ン ピ ュー タ が間 違 わ ず に翻 訳 で き る よ うな 「]本語 とは どの よ うな もの か 。 そ れ につ い て 考 え た の が 、 冒頭 に紹

介 した 私 の 本 で した、,1万 部以 上 買 っ て ドさ った の で す が 、 そ の 後 の機 械 翻 訳 の 開 発 に影 響 す る こ とは あ りませ

ん で した 。 機 械 翻 訳 ソフ トを 開 発 中 の 大 予企 業 の ご担 当者 に も声 を か け た の で す が 、難 しい か ら挑 戦 す るの だ と

い う意 気 揚 々 た る もの が あ りま した か ら、 関 心 を 呼 ぶ こ と は で き ませ ん で した 。 私 が 作 っ た 英 語 的 な 口本 語

(Englic Japanese)を そ れ らの ソフ トに 翻 訳 させ て み た の で す が 、自然 な 口本 語 をど う処 理 す る か に 改 良 の 予が 加

え られ 、 うま く英 語 に な りませ ん で した 。 い うな れ ば 、 さん ま の塩 焼 きを 食 べ た い の に 、 フ ラン ス 料 理 の レシ ピ

に な って い た よ うな もの で した。 け っ き ょ く、 私 は機 械 翻 訳 の こ とか ら興 味 を 失 って い き ま した 。

海外から非難ごうごうの日本語情報の鎖国状態

 英語になっていない日本語の文献や情報は膨大です。 というよりは、英語に翻訳 される口本語文献は、まさに

大海の ・滴のようなものです。外国人にとって有用な 日本語情報は膨大にあ ります。学術研究でも、英文のアブ

ス トラクトがつけられ る程度であって、英文で書かれ る論文はきわめてわずかです。

 明治以来、海外の情報や作品は次々と口本語化されてきました。学者の中心的な役割は、こうした海外の作品

を邦訳 して 口本に紹介することでした。文学作品でも、これほど広い世界から翻訳された国はなく、英語になっ

ていない文学作品を研究したい外国人は、日本語を勉強して読むとい うことさえ現実です。

 しか し、あまりに情報が多くなってどれを翻訳すればよいかの評価が難 しくな り、 一方で、難 しい内容のもの

は売れないから出版社が取 りL一げないとい う事態にな り、日本に海外の作品を紹介するという学者の仕事はなく

so



な りま した。 本 来 な ら、 こ こ で 日本 語 の 文献 や 作 品 を英 語 に して 海 外 の役 に 立 つ とい うの が 学 者 のfr:務 な の で す

が 、英 文 を 書 く こ とに 長 け て い な い 口本 人 学 者 に は と うて いで きな い こ とで す 。

 とは い え 、グ ロー バ リゼ ー シ ョン の 時 代 、放 置 して お い て よ い わ け は あ りませ ん。わ が 国 の こ とが理 解 されず 、

価 値 あ る研 究 成 果 も 世界 に知 られ る こ とな くお 蔵 入 りです 。 口本 に 貴 屯な 文献 や 情 報 が あ る こ と を知 って い る外

国人 は 、 これ らの もの が 日本 語 に な らず 放 置 され て い る こ とを 強 く非 難 します 。 日本 に とっ て は 、 海 外 で 日本 の

こ とが 正 しく理 解 され な い とい う弊 害 を 生 ん で い ます 。 孤 立 状 態 で す。

 これ を解 決 で き る もの と して 、機 械 翻 訳 は 期 待 され た わ け です 。 しか し、 そ の 現 実 は あ ま りに 悲惨 な 状 況 に あ

ります 。 い ま 、私 は25年 ぶ りに 、機 械 翻 訳 の 世 界 に 戻 っ て き ま した。 機 械 翻 訳 プ ロ グ ラ ム の 開 発 に 興 味 が あ る か

らで は あ りませ ん。 わ が 国 の 海 外 に対 す る情 報 鎖 国 状 況 を打 破 しな けれ ば 、 グ ロー バ リゼ ー シ ョ ンに 日本 が 取 り

残 され る こ とがわ か っ て い るか らです 。

機 械 翻 訳 開 発 エ ン ジニ ア との 悲 しい会 話

 先 日、 あ る 大 手 コ ン ピ ュー タ会 社 で翻 訳 ソフ ト開 発 を担 当 して い る エ ン ジニ ア の ・人 に 会 っ て 、 話 をす る機 会

が あ りま した 。 そ の会 社 の機 械 翻 訳 プ ロ グ ラム の 正解 率 は70%程 度 とい うこ とで 、毎 年1%で も誤 訳 が 減 れ ば 、

評 価 され る とい うこ とで した 。 毎 年1%な ら、30年 か か る こ とに な ります が 、 もの ご との 原 則 か ら、90%を 超 え

る と ほ とん ど改 良が で き な くな ります 。そ れ で も10人 く らい の 専門家 が所 属 す る そ の 部 門 が 存 続 で きて い る の は 、

自社 の パ ソコ ン に搭 載 され て い る翻 訳 ソフ トの 改 良 と メ ンテ ナ ン スが 必 要 だ か らで しょ う。 不 評 で は あ っ て も、

止 め るわ けに はい き ませ ん 。

 私 は言 い ま した。70%の[E解 率 で あ れ ば、dl解 で き る 日本 語 の 種 類 を ま とめ て 、 そ の 範 囲 でII本 語原 稿 を11:い

た ら よい ので は な い か と。 上 司 に相 談 して くれ た よ うで す が 、忙 しい か らそ ん な こ と を して い る 余裕 は な い とい

うこ とで 終 わ りま した 。

 現 在 と い う ・点 か ら、 将 来 に 夢 を馳 せ る とい うの は ロマ ンチ ック で は あ りま す が 、 科 学 的 で は あ り ませ ん、,科

学 を持 ち 出 さな くて も、 合 理 性 を欠 き ます 、,なぜ 出 口か ら考 え な い の だ ろ う と思 うの で す が 、 それ は 私 ・人 な の

で し ょ うか。 で は 、機 械 翻 訳 の 出 口 と は何 か。 そ れ に つ い て 、長 くな っ て しま い ま した の で 、簡 単 に述 べ てお き

ます 。 また い ず れ この 問 題 につ いて 発 表 で き る機 会 が あ る こ とを願 っ て い ます 。

機 械 翻 訳 の リバ ー ス 思 考

 誤 訳 率 の小 さい機 械 翻 訳 ソ フ トが で きれ ば 、 海 外 に 向 け て もっ とfl本 の 文献 や 情 報 を海 外 に伝 え る こ とが で き

るだ ろ う。 英 語が 皆手 な人 も簡 単 に英 文 の 手紙 や メ ー ル を海 外 の 知 人 に 送 る こ とが で き る。 そ れ は 日本 を 大 い に

グ ロー バ ル 化 す る。 そ う考 え る のが 一 般 的 な思 考 です 。

 しか し、逆 か ら考 え れ ば 、 膨 大 に存 在 す る 日本 語 情 報 や 文 献 を 、安 く、 大 量 に 、 す ばや く英 語 に して海 外 に紹

介 す る必 要 に 迫 られ て い ます 。 そ れ に は ど う しな け れ ば な らな い か。 そ こ か ら、 現 在 の 機 械 翻 訳 の 閉塞 を打 ち破

る こ とが で き る と信 じて い ます 。それ は 、25年 前 に私 が 書 い た 「英 語 も どき の 日本 語(Englic Japanese)」 で す、、

これ は プ リエ デ ィテ ィ ン グ で は な く、 リラ イ テ ィ ン グで す 。 で は 、 それ を 誰 が や る のか 。 私 は この仕 事を 高 齢 者

の人 た ち に して も ら えば 、 収 入 を得 る新 しい 道 を用 意 で き る と思 っ て い ます。 英 語 を 書 く能 力 を 身 に つ け て も ら

うこ とは 至 難 の こ とです が 、Enghc Japaneseな らち ょっ と した 講 翌 でF"t得 ・J能で す 。

 問 題 は 、Englic Japaneseを 完 全 に 近 い 状 態 で翻 訳 で き る ソフ トが な い こ とで す 。 しか し、 これ は現 在lll解 率
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70%で しか な い 機 械 翻 訳 ソフ トの 実 用 化 を図 る こ と よ り もず っ と簡 単な こ とです 。 正解 で き る範 囲 の能 力 を 使 え

ば よ いの です か ら、,

 こ の 私 の 意 見が どな た か の11に 止 ま る こ とを祈 っ て い ます 。 も しfl,lltiいた だ け る方 が お られ れ ば 、 ご ・緒 に こ

の間 題 を 考え たい と思 い ます 。 経 済 産 業 省な ど も関心 を寄 せ て い ます,,レ スポ ン ス をお 待 ち し ます 。

                                        2009110119  '「田  1司

会 員 名 ・所 属

ri次 基 宣(東 京 ドイ ツ 文化セ ンタ ー 図 書館)/YOSHITSUGU Motonori

自己紹 介

 私 は 、iih:ド イ ツ 文化 セ ン ター の 図 書館 で 司 詩 と して 働 い て い ます,,東 京 ドイ ツ 文化 セ ン ター は 、 ドイ ツ語 の

普及 と ドイ ツの 文化 の 紹 介 を 目的 とす る国 際 文化 交 流 機 関 です 。 東 京 に い な が ら、 ドイ ツ語 が 飛 び 交 い 、 ドイ ツ

が 体 験 で き る ドイ ツへ と開 かれ た 窓 とい うよ うな 場 所 です 。 私 は こ こで ドイ ツ語 と ドイ ツ 文 化 へ の 愛 情 を も っ て

日 々過 ご して い ます 。 そ うい うわ け で 、 私 は 、 翻 訳 とか 通 訳 に深 い 関 心 を持 っ て い ます 。 た だ機 械 翻 訳 の 開 発 と

な る と、 大学 での 専:攻が ヨー ロ ッパ の 現 代 哲 学 だ っ た の で 、 関 心 は あ る もの の 全 く無 縁 の 存 在 で した 。 また 、機

械 翻 訳 とい うもの は 、 大学 や 企 業 の 大 きな プ ロ ジ ェ ク トと して 開 発 され る もの と思 っ て い た の で す 。 と ころ が 、

個 人 で コ ツ コ ツ と開 発 に 取 り組 ん で い る 人 た ちが い る の で す。 それ を 知 った の は 、柴 田勝 征 著 『C言 語 に よる 英 和

翻 訳 シ ステ ム 』1990ラ ッセ ル 社 、 を読 ん だ か らです 。 これ に は ソー ス コー ドも載せ られ て い ま した。 これ を 読 ん

で 「ひ ょ っ と した ら私 で も何 か で き るの か も知 れ な い」 と考 え た の で す 、,そん な折 、信 州 大 学 で イ ン ター ネ ソ ト

で 情 報L学 を学 ・くる 大学 院 が あ る こ と を知 りま した。 こ うした 流 れ に 勇 気 を得 て 、 この イ ン ター ネ ッ ト大 学 院 で

情 報L学 を学 ん で 、独11械 翻 訳 シ ステ ム を開 発 してみ よ うと決 意 したの です 。 そ の 後4年 をか け て 大学 院 の 修

1:課程 の 科 目 を修rし 、修 士 論 文の 課題 と して 、 「独 日機 械 翻 訳 シ ステ ム の 開 発」 を 取 り上 げ ま した 。 初 め は 上 記

の 本 の ソー スコー ドを 分析 しそ れ を も と に翻 訳 シ ステ ム を構 築 しよ う と しま した が 、 人 の 書 いた ソー ス コー ドを

読 み 取 り、そ れ を も とに プ ロ グ ラム を 許く の は容 易 で は な く、 結 局 、4年 間 で 学 ん だ 知 識 に 基 づ い て独 自の プ ロ

グ ラ ム を,萎}き、指 導 教授 の 親 身 の 指 導 に助 け られ な が ら、 何 とか シ ステ ム の 一部 を 実 現 し、 これ が 、修L論 文 と

な りま した 、,それ は 、PHPで 書 かれ た ネ ッ トLに 公 開 で き る簡 単 な ドイ ツ 語 を 日本語 に翻 訳 で き る ・応 の機 械 翻 訳

シ ステ ム と言 え る もの で した 。 こ う して 本 来 文 系 の 人 間 で あ った 私 が 、情 報n学 の 修 士資 格 を取 り、 ま た 大 学 院

で学 ぶ 前 に は 、 考え られ な い よ うな 翻 訳 シ ステ ム を 部 分 的 で は あ る とは い え 実 際 に 実 現 して しま っ た の で す 。 そ

れ は 私 に と っ て 大 きな 喜び で あ り、 また 、驚 きで もあ りま した 。 これ は 、今 か ら.一:年前 の こ と で した、,その 時AAMT

に 人 会 を した の で す。 それ は 、 これ ま で学 ん だ こ とを深 め 、 翻 訳 シ ス テ ム の 開 発 に さ ら に取 り組 ん で い くた め で

す 、、AAMTか らは 、多 くの 貴重 な 情 報 をい た だ いて お ります が 、今 後 は も っ と積 極 的 にAAMTの 活 動 に 参 加 させ て い

ただ きた い と思 って い ます 。

機 械 翻 訳 お よび 翻 訳 業 界 に 期 待 す る こ と

 機 械 翻 訳 シ ステ ム の 開 発 は 、 非 常 に 難 しい課 題 です 。 そ れ は 、 翻 訳 が係 わ る 言語 とい うも のが か な り厄 介 な 代

物 だ か らです,,現 代 の哲 学 で も 言語 が 一っ の 中心 問題 と して受 け 止 め られ 、我 々に 最 も身 近 な もの で あ りな が ら、

そ の謎 は ます ます 深 まっ て い る とい う状 況 です 。 機 械 翻 訳 シ ステ ム は 、 この よ うな 言 語 を操 作 し、 処 理 しよ うと
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す る もの な の で 、 元 来 我 々がf'想 す る以Lに 難 しい 課 題 な の で す。 で す か ら 、 これ を プ ロ ジ ェ ク トと して開 発 し

よ うと い うこ と 自体 が 、 言 語 の 厄 介 な性 格 と合 わ な い と 言え る か も知 れ な いの です 、,翻訳 シ ステ ム の 開 発に は 、

今 後 も多 く の 努 力 と時 問 が 必 要 と な る で し ょ う。 機 械 翻 訳 の 開 発 に 関 わ って い る 方 々 に は 、 今 後 も息 の 長 い 粘 り

強 い 努力 を期 待 します 。 また 、 言語 を め ぐ る現 代 哲 学 の展 開 に も注 目 して い た だ け れ ば と思 い ます,,

AAMTへ の ご要 望

 AAMTか らは 、 日ご ろ多 くの 貴 重な 情 報 を い た だ き 、感 謝 して お ります 。 AAMTの 会 合 に出 席 させ て い た だ き

ます と、 なん らか の プ ロジ ェ ク トに参 加 され て い る 方 々 の お 話 を伺 い ます,,そ れ は 大変 興 味 深 い もの で す が 、 有、

は 、 個 人 と して翻 訳 シ ス テ ム を 作 る こ と を 試み て い ます の で 、そ の よ うな 個 人 が 自 山 に 参加 で き る フ ォー ラ ム の

よ うな もの が あれ ば あ りが た い と思 って い ます 。
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第19回 通常総会および関連行事の報告

AAMT事 務局

 '旦1協会 の第19回 通 常総 会 が2009年6月22日(月)13時30分 よ り東京 ・竹芝 の ホテル ア

ジュール 竹 芝 にて 開催 され ま した。 総 会 後 、各委 員会 か らの 報告 会 、講演 会 、そ して第4回

AAMT長 尾賞 授 与式 と受賞 者 に よ る記念 講演 会 が盛 況の うちに行 われ ま した。

第19回 通 常 総 会

 1.開 会の辞

 2.会 長挨拶 (独)情報通信研究機構 上席研究員 井佐原 均

 3.来 賓挨拶

 4.出 席会員の確認

 5.議 事録署名人の選出

 6.議 案

     第1号 議案 2007年 度事業報告(案) 第2号 議案 2007年 度決算報告(案)

     第3号 議案 2008年 度事業計画(案) 第4号 議案 2008年 度収支予算(案)

     第5号 議案 役員改選について(案)  第6号 議案 会則修正案について(案)

     その他 ・会員提案 事項

 7.閉 会の辞

報 告 会

  1.機 械翻訳課題調査委員会

  2,AAMT!Japio特 許翻訳研究会

  3,編 集委員会

委員長 後藤 功雄((独)情 報通信研究機構)

委員  下畑 さよ り (沖電気工業(株))

委員  熊野 明((株)東 芝)

講演会

講 演1;「 常 に 時 代 の 一歩 先 を 見 つ め て 」

小 谷 泰 造 氏  (株 式 会 社 イ ン タ ー グ ル ー プ 代 表 取 締 役)

講 演H:「Language Resources and Machine Translation in Korea」

Key-sun Choi氏(KAIST)

  (講演 予 定 のKey-sun Choi氏 が 欠 席 の た め 、 井 佐 原AAMT会 長 が 代 理 で 講演)
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第4回AAMT長 尾 賞 授 与 式 ・記 念 講 演 会

    受賞者:(1)東 芝 ソリューシ ョン株式会社プラ ッ トフォーム ソリュー ション

          株 式会社東芝研究開発セ ンター 知識 メデ ィアラボラ トリー

    受賞理 由:ユ ーザ辞書の 自動抽出か ら辞書の自動選択 までの優れた技術 開発により

         機械翻訳の実用度を大きく押 し上げる功績 が顕著なため。

    受賞者:(2)AAMTイ ンターネ ッ トワーキンググループ

    受賞理 由:AAMT会 員な らびに機械翻訳ユーザに最新の機械翻 訳システム/サ ー ビ

         スー一覧を長年にわた り提供 し続 け、機械翻訳 ソフ ト/サ ー ビスの普及 に努

         め、機械翻訳の発展/啓 蒙に寄与 した功績が顕著なため。

    選考委員長:飯 田仁(東 京工科大学)

    選考委員 :横 山 晶一(山 形大学)

          Virach Sornlertlamvanich(Thai Computational Linguistics Laboratory)

          村田 稔樹(沖 電気工業(株))
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AAMTイ ンター ネッ トグループ リー ダー

 (株)富L通 研究所 富L秀 氏

記念講演会

東 芝 ソ リュー シ ョン(株)伊 藤 悦 雄 氏

 懇親 会

 本会後の懇親会は、多数の参加者にお集 りいただき、学識経験者、研究者、翻訳家等、幅広

い分野 の方々が活発な意見交換 を行い有意義 な交流の場 とな りま した。
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協会活動報告

(2009年6月 ～2009年10月)

第19回 通常総会

2009イ1三6月22日

     第1号 議案 2008年 度事業報告(案)

     第3号 議案 2009年 度事業計画(案)

     第5号 議案 役員選任について(案)

     その他 ・会員提案事項

第2号 議案

第4号 議案

第6号 議案

2008年 度決算報告(案)

2009年 度予算(案)

会則修正案について(案)

報告会

2009年6月22日

    ①機械翻訳課題調査委員会

    ③編集委員会

②AAMT-Japio特 許 翻 訳研 究会

講演会

2009イ 科6月22日

    講演1:「 常 に時代 の一 歩先 を見つ めて」

    小谷 泰造 氏  (株 式会 社イ ンター グルー プ 代表 取締 役)

    講演II:「Language Resources and Machine Translation in Korea」

    Key-sun Choi氏(KAIST)

        (講演 予 定のKey-sun Choi氏 が欠 席 のた め、井佐 原AAMT会 長が 代理 で講演)

第4回AAMT長 尾賞授与式 ・記念講演会

    受賞者:(1)東 芝 ソ リュー シ ョン株式会社プラッ トフォームソリューシ ョン

          株式会社東芝研究開発セ ンター 知識メデ ィアラボラ トリー

    受賞理由:ユ ーザー辞書の自動抽 出か ら辞書の 自動選択までの優れた技術開発によ り

         機械翻訳の実用度を大きく押 し上げ る功績が顕著なため。

受賞者:(2)AAMTイ ンターネ ッ トワーキンググループ

受賞理由:AAMT会 員な らびに機械翻訳ユーザに最新の機械翻訳システム/サ ー ビスー

     覧を長年にわた り提供 し続 け、機械翻訳 ソフ ト/サ ー ビスの普及 に努め、

     機械翻訳の発展/啓 蒙に寄与 した功績が顕著なため。

懇親 会

2009{卜6月22口 ホテルアジュール竹芝 白鳳
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決算理事会

2009年6月22日

     第1号 議案 2008年 度事業報告(案)

     第3号 議案 2009年 度事業計画(案)

     第5号 議案 役員選任について(案)

     その他 ・会員提案事項

機械翻訳課題調査委員会

2009年6月23日(2009年 度 第3回)

    ①前回委員会の議事録の確認

    ③活動内容についての議論

    ⑤ま とめ と次回委員会について

2009年7月28日(2009年 度 第4回)

    ①前回委員会の議事録の確認

    ③活動内容 についての議論

    ⑤ま とめ と次回委員会について

2009年8月27日(2009年 度 第5回)

    ①前回委員会の議事録の確認

    ③活動内容についての議論

    ⑤ま とめ と次回委員会について

2009年9.月28日(2009年 度 第6回)

    ①前回委員会の議事録の確認

    ③活動内容についての議論

    ⑤ まとめと次回委員会について

第2号 議案

第4号 議案

第6号 議案

2008年 度決算報告(案)

2009年 度予算(案)

会則修正案について(案)

②各WGの 活動 について(各WGに 分かれて議論)

④活動内容の報告(各WGか ら)

②各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

④活動内容の報告(各WGか ら)

②各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

④活動内容の報告(各WGか ら)

②各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

④活動内容の報告(各WGか ら)

AAMTIJapio特 許翻訳研究会

2009年7月3日(2009年 度 第3回)

    ①前回議事録の確認           ②今年度 の活動について1～IV

    ③次回の開催 について

2009年7月30日

    NTCIR・AAMTIJapio特 許翻訳研 究会合同会合開催

    ①AAMT/JAPIO特 許翻訳研 究会の紹介

    ②NTCIRの 活動について       ③MTサ ミッ ト・特許翻訳WS関 連

    ④次回の開催 について

2009年9月7日(2009年 度 第4回)

    ①前回議事録の確認          ②MTサ ミッ ト報告

57



    ③今年度の活動について1～n

    ④次回の開催について

2009年10月9日(2009年 度 第5回)

    ①前回議事録の確認

    ③次回の開催について

②今年度の研究内容について

編 集委 員会

2009年6月22日 AAMT Journal No,45発 行

    MLに て最 新 号の進 捗 打合せ 及 び次 回委員 会 の開催 日調 整。

2009年10月27日(2009年 度 第2回)

    ①AAMT Journal No.46進 捗 確認    ②No.47以 降の企 画 につ い て

    ③ そ の他

イ ンター ネ ッ トWG

①AAMTホ ー ムペー ジの更新(毎 月)

②AAMT Forumメ イ リング リス トの管 理

③AAMT Forumへ の情報 発信(月 数 回)

④ 委 員会 活動 にお け るメイ リング リス トの管理

⑤ 会 員専 用 ホームペ ー ジ開設 にむ けた準備

⑥ そ の他 事務 局 ネ ッ トワー クの イ ンフ ラ管 理全 般

【AAMT Journal No.45訂 正 の ご 案 内 】

AAMT Journal No.45の 目次 ペー ジに誤植 が ご ざいま した。

お詫 び とと もに、 ド記 の通 り、訂 正 させ てい ただ き ます 。

(誤)AAMT会 員のひろば(第4回)→(正)AAMT会 員のひろば(第5回)
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一
AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学大学院システム情報r.,;,'研究科

        知能機能システム専攻

            宇津呂 武仁

AAMTジ ャー ナ ル46}」 ・を お 送 り します 。

当協 会元 会 長 の 田 中穂 積 先 生 が7月27日 に 急 逝 され ま した。 今 号で は 、AAMT初 代 会 長 長尾 眞 先 生 、 前 会 長辻)f=

潤 一先 生 、現 会 長井 佐 原 均 先1よ り ご寄稿 い た だ き ま した 追 悼 文 を 掲 載 させ て い た だ き ま した 。 編 集 委 員 ・同 、

先生 の ご冥 福 を心 よ りお 祈 りい た し ます 。

今 号 で は 、第 四 回 のAAMT長 尾 賞 の 選 考結 果 を受 け ま して 、受 賞 者 で あ る:組 織 よ り ご寄稿 して い た だ き ま した 、,

まず 、 これ ま で 長年 に 渡 り、ユ ーザ ー 辞 書 の 自動 抽 出 ・辞 書 の 自動 選択 の技 術 開 発 を 進 め て 来 られ ま した 東 芝

ソ リュー シ ョン株 式 会 社 の伊 藤 悦 雄 様 に 巻頭 言 を ご執 筆 頂 き ま した。 また 、 イ ン ター ネ ッ トワー キ ン グ グル ー プ

の メ ンバ ー と して 、 長年 に 渡 り機 械 翻 訳 の 発展 ・啓 蒙 に 寄 与 して きた 富 十通研 究 所 の 富L秀 様 よ りご寄 稿 い た だ

き ま した 。

ま た 、8月 に オ タ ワ(カ ナ ダ)に お き ま し て 開 催 され ま した 第12回 機 械 翻 訳 サ ミ ッ トへ の 参 加 報 告 を 掲 載 し ま した 、,

こ の サ ミ ッ トの 併 設 ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 、AAMT/Japio特 許 翻 訳 研 究 会 の メ ン バ ー が 中 心 と な っ て 特 許 翻 訳 ワ ー ク

シ ョ ップ を 開 催 し ま し た の で 、 こ の ワ ー ク シ ョ ッ プ の 報 告 も 掲 載 し ま し た 。 あ わ せ て 、 同 じ く8月 に シ ン ガ ポ ー ル

に お き ま して 開 催 され ま し たACL-IJCNLP(Joint conference of the 47th Annual Meeting of the Association for

Computational Linguistics and the 4th International Joint Conference on Natural Language Processing of

the Asian Federation of Natural Language Processing)へ の 参 加 報 告 を 掲 載 し ま し た 。

一 方
、AAMT内 の 活 動 報 告 と して 、 機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員 会 か らご 寄稿 して い た だ き ま した、、そ の他 、 「AAMT

会員 のひ ろ ば 」 の 企 画 にお き ま して は 、 個 人 会 員 の 紹 介 文5件 を 掲 載 しま した。
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